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はじめに 

 

 この本は、平成 21−23 年度文部科学省科学研究費の助成を受けた若手研究(B)「発達

障害児の在籍する通常学級における協同学習のユニバーサルデザイン化に関する研

究」（研究代表者：涌井恵 課題番号：21730730）の研究成果を基にしてまとめられ

ました。国立特別支援教育総合研究所発行のメールマガジン第53〜58 号に掲載した連

載記事（http://www.nise.go.jp/cms/6,3601,13,257.html）を中心に、加筆修正して、教師・

保護者・教育関係者向けにまとめ直したものです。 

 発達障害のある子どもが共に学ぶ通常の学級における学級経営や授業づくりは、学

校現場の喫緊の課題の一つとなっています。学習における困難だけでなく、友達との

対人関係でトラブルに心を痛めている発達障害のある子ども、また、学級経営に苦戦

している学級担任も少なくありません。 

  上記の研究では、このような課題を解決する一つの方法として、「協同学習

（cooperative learning）」が活用できるのではないかと考えました。協同学習は、チー

ムで何か協力しないと解決できない課題を学習の中に組み込むことで、子どもたちの

協力や学び合いを促す指導技法です。学力のみならず、社会性や仲間関係の改善や向

上にも効果があると指摘されています。海外では障害のある子どもとない子どもが共

に学ぶインクルーシブ教育場面においてもよく活用されています。しかし、研究開始

当時、日本では発達障害等の障害のある子どもたちを含む集団における実践研究は、

筆者の知る限りほとんどありませんでした。 

 そこで、手探りのなか協同学習に着目した授業づくりや集団づくりの実践について

検討してきました。その結果、一人ひとりの多様な学び方を尊重できるという協同学

習の利点を活かすため、協同学習と「学び方を学ぶ授業」を組み合わせた実践の開発

へとたどり着きました。 

 当初、この研究プロジェクトを仲間うちでは「スイミーとふろしき先生プロジェク

ト」と呼んでいました。これは、一人ひとりの力を合わせて課題解決をしていく『ス

イミー』（作者レオ・レオニ）のお話を協同学習の象徴として、また包む物の大小・

形状に囚われることなく、変幻自在に包み方を柔軟に変えられるふろしきを、様々な

子どもに合わせて柔軟にユニバーサルデザインな授業づくりのできる先生の象徴とし

て命名したのでした。しかし、これを「スイミーとふろしき忍者・先生プロジェクト」

に変えることにします。そして、本書に記した指導プログラム全体を「スイミーとふ
ろしき忍者・先生プログラム（略称：スイミー風呂プログラム）」と命名することに

します。なぜなら「学び方を学ぶ授業」では、子どもが自分で学び方を工夫できるこ

とや、教師や親や友達に自分に必要な支援をリクエストできることを究極の目標とし

ているからです。  
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できます。本書を手にとってくださった貴方も、是非「ふろしき忍者」を育てる「ふ

ろしき先生」となり、実践に取り組んでいただけたら幸いです。 

なお、本書のほかに子ども用の教科書として、【別冊】の『「学び方を学ぶ」テキ
スト＜試作版＞』も作成しました。こちらも合わせてご活用ください。 

  

平成 24 年 3 月吉日 

ご縁のあったすべての方に感謝をこめて   涌 井  恵 
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第1章 この本が目指していること 
 

１． 『スイミー』（作：レオ・レオニ）のような協同学習を！ 
 当初は、障害のある子が、黒い魚「スイミー」として、魚の目のような重要な役

割を担えるような協同学習を一つの理想として考えました。でも、障害のある子ど

もだけがスターなのではなく、赤い魚たちも誰一人として欠けてはマグロに勝てる

大きな魚になれません。クラスの一人一人誰もが自分の個性を生かし、大切な役割

を果たしている、そんな協同学習を目指しませんか。 

 

２． ふろしき忍者を育てよう！ 
 自ら学び、自ら学びを工夫できる力を子どもたちに育てたい！ 「学び方を学ぶ

授業」では、どんな学び方の工夫があるのか知るだけでなく、子ども自身が自分で

学び方を工夫できることや、教師や親や友達に自分に必要な支援をリクエストでき

ることを究極の目標としています。課題や自分の状況・能力に合わせて柔軟に学び

方を変えてどんどん課題解決することができる「ふろしき忍者」の力は、子ども達

が一生涯にわたって使える宝物になります。 

  

３． ふろしき先生になろう！ 
 風呂敷で、四角い菓子折だけでなく、スイカをくるんで持ち運べたり、ワインを 

運べることをご存じですか？ 

 風呂敷は、西洋渡来のかばんなどに比べ、包むものの大小・形状に囚われること

なく変幻自在に包むことができます。 

これって、ユニバーサルデザインですよね。どんな学び方の子ども達も包み込む

ことができる授業づくりを目指している私たちにぴったり。ということで、ユニバ

ーサルデザインな授業のできる先生のことを、ふろしき先生と呼ぶことにします。 

 ちなみに、本書では、『ユニバーサルデザインな授業とは、すべての子どもが「わ

かる」「できる」ことを目指した授業であり、一人ひとりの学び方の違いに応じて、

いろいろな学び方が選べる授業である』と定義します。 

 しかしながら、「スイミーとふろしき忍者・先生プログラム（略称：スイミー風

呂プログラム）」の最終目標は、ユニバーサルデザインな授業・集団づくりではあ

りません。子ども達を「ふろしき忍者」に育て上げることを最終目標にしています。

授業外でも、学校外でも、自ら考え、自ら学ぶ工夫できる、そんな自立・自律した

「ふろしき忍者」になれるよう、バックアップするのがふろしき先生の役目です。 

 

４． スイミー風呂プログラムで大切にしていること 7箇条 
 スイミー風呂プログラムでは、以下の 7 箇条を、プログラム実施者となる教師・

保護者・支援者等の心構えとして大切にしています。 
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第２章 協同学習とは？ 
 

１． 協同学習とは？ 
 協同学習では、チームで何か協力しないとできない課題を学習の中に組み込みま

す。協同学習は子どもたちの学力のみならず社会性や仲間関係の改善に効果のある

という研究知見が示されています。協同学習は、一つの指導技法であるという枠に

とどまらず、競争ではなく協力・協働に価値をおく教育理念でもあります。単にグ

ループで作業するだけでは協同学習とは呼びません。目標を共有し、その目標のた

めに役割分担し、互いが協力し合い、成果を共有するチームとなることが、協同学

習では求められます。 

 協力することが仕組まれた学習方法は、「協同学習」、「チーム学習」、「協働

学習（collaborative learning）」、「学び合い」、『学び合い』「ジグソー学習」と様々

な名称で記述されることがあり、また実施方法もそれぞれによって若干異なる場合

もあります。しかし、本書ではこれらの様々な協力することが仕組まれた学習方法

の総称として「協同学習」という用語を用いることにします。 

 

２． 協同学習はどんな集団にも活用できる 
 協同学習は、典型的な発達（以下、典型発達とする）の子どものみの集団でも、

障害のある子どものみの集団でも、典型発達の子どもと障害のある子どもが混在す

る集団でも、どんな集団においても活用できるものです。 

国際学力比較テスト（PISA）で首位となったフィンランドの他、欧米諸国におい

ては、一斉指導ではなく小グループで活動する協同学習が授業の基本として展開さ

れています（佐藤, 2004）。また、日本でも、2010 年に閣議決定された「新成長戦略」

や、同年に文部科学省より出された「教育の情報化ビジョン」において、21 世紀を

生きる子どもたちに求められる力を育む教育として、子ども同士が教え合い学び合

う協働的な学びを創造していくことが提言されています。このように、通常教育の

分野においても協同学習は重要視されていますし、特別支援教育の分野においても、

特に海外では、障害のある子どもが同じクラスの仲間として、障害のない子どもと

同じ教室で学ぶというインクルーシブ教育場面における有用な指導技法として、重

要視され、活用されています（Meijer, 2001; Janney & Snell, 2006）。日本での実践は

まだこれから、という段階ですが、本書を手にとっていただいた貴方に是非一緒に

取り組んでいただきたいと思います。 

 

３． 協同学習がインクルーシブ教育場面で重宝される理由 
 さて、協同学習が、障害のある子どもとない子どもが混在するインクルーシブ教

育場面の指導でよく活用される理由はいくつかあります。一つは、男子のみ、女子

のみ、あるいは成績の似通ったグループのような同質集団ではなく、多種多様なメ
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 ࠋࡍࡲ࠼࠸
 
㸳㸬�༠ྠᏛ⩦ࢆά⏝ࡿࢃࠊ࡚ࡋᤵᴗᏳᚰ࡚ࡋ⮬ศࢆⓎ࡛ࢆࢫࣛࢡࡿࡁ┠ᣦ

 㸟࠺ࡑ
� ༠ྠᏛ⩦ࡣᏛຊ♫ᛶࠊ௰㛫㛵ಀಁࡸୖྥࡢ㐍ຠᯝ࠸࡚ࡗࢃࡀࡇࡿ࠶ࡀ

ࢆᤵᴗࡢᬑẁࠊࡤ࠼ࢆᡭἲࡢ⩦༠ྠᏛࠋ(Johnson, Johnson, Holbec, & Roy,1984)ࡍࡲ

㏻ࠊ࡚ࡌᏛຊࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢᏊ౪ࡢࡕࡓே㛫㛵ಀࠊ࡚⫱ࢆぶⓗ࡞Ꮫ⣭ࢆసࡃ࠸࡚ࡗ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇ
� ࢱ࢚ࣥ࢘࢝ࣥࠊࡋ⏬ࢆ࡞ࡳࡋᴦ࠾࡚ࡗࢆ㛫ࡢ࡞Ꮫάࠊࢇࢁࡕࡶ 㸦࣮ᅜ

ศࡽ㸪1996㸧ࡿࡼே㛫㛵ಀ࡙ࠊࡸࠖࢬࢧࢧࢡ࢚ࠕࡢࡾࡃᏛ⣭యᑐே㛵ಀࡢ

ࠋ࠺ࡻࡋ࡛⟇ࡢࡘ୍ࡢࡾࡃᏛ⣭࡙ࠊࡶࡇࡿ࠼ᩍࢆࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡾࡲࡘࠊࢶࢥ

ࠊ࡚⫱ࢆே㛫㛵ಀࠊ୰࡛ࡢᤵᴗࡢẖ᪥ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ㛫࡞ู≉ࡢᅇᩘᏛᮇࠊࡋࡋ

ࡻࡋ࡛ࡇࡿ࡞ࡃࡋᴦࡀᏛᰯ⏕ά࡞ࢇࠊࡽࡓࡁ࡛ࡀࡇࡴ⫱ࢆ௰㛫㛵ಀ࠸ 

࡚ࢀࡉሗ࿌ࡶぢ▱࠺࠸ࡿῶࡀⓏᰯࠊࡣᏛ⣭࡛ࡴ⤌ࡾྲྀ⩦༠ྠᏛࠊᐇ㝿ࠋ࠺

 ࠋ㸦బ⸨㸪2003㸧ࡍࡲ࠸
� 㠀ࠊ༠ྠᏛ⩦ࢆά⏝ࡿࢃࠊ࡚ࡋᤵᴗᏳᚰ࡚ࡋ⮬ศࢆⓎ࡛ࡃ࡙ࢫࣛࢡࡿࡁ

 ࠋࢇࡏࡲࡳ࡚ࡋᣦ┠ࢆࡾ
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

 
㸴㸬�༠ྠᏛ⩦ࡿ࠶ࡀࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂ࡞ࢁ࠸ࢁ࠸ࡣ 

 � 㸯㸬ࡢ㸯㸧࡛㏙ࠊ࠺ࡼࡓ༠ྠᏛ⩦ࠊࡣᵝࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂ࡞ࠎ 
� ᡭἲࡢ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠋࡍࡲࡋ⤂࡚࠸ࡘ㸦すᕝ㸪2008㸧࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊࡣࡎࡲ

ᩍ⛉᭩ࡢᩘ⟭ㄢ㢟㸦㸸ࡿ࠶ࠋࡍ࡛ࣝࣉࣥࢩ㠀ᖖࡣ 23 ࡘᛂ⏝ၥ㢟ࡿ࠶ࢪ࣮࣌

ࠋࡍࡲࡋᣦ┠ࢆࡇࡿࡍ㐩ᡂࡀဨࡢࢫࣛࢡࠊࢆ㸧ࡿࡁㄝ࡛᫂ࢆ᪉ࡁゎ㐩ࠊ࡚࠸

ㄢ㢟ゎỴᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓఱࢆࠊࡶ࡚ࡗㄡ┦ㄯ୍ࠊࡶ࡚ࡋே࡛⾜࡞ࢃࡲࡶ࡚ࡗ

ࡢึ᭱ࡀᩍᖌࠋࡍ࡛ࡢࡶ࠺࠸ࠊࡍࡊࡵࢆࡇࡿࡍᶆ㐩ᡂ┠ࡀဨࠊࡶࢀࡅ࠸ 5
ศ࡛࠸ࡽࡃㄢ㢟ࡢㄝ᫂ࡓࡋࢆᚋࠊᏊࡃࡑࡗࡉࡣࡕࡓࡶㄢ㢟ࢢࠋࡍࡲࡾࡾྲྀ

ᇶᮏᙧࡀࡢ࠺࠸࠸ࡼࡶ࡚࠸Ṍࡕ❧ࠊࡃࡼ࡚ࡋసᴗࡶ࡛ㄡࠊࡎࡏᅛᐃࡣࣉ࣮ࣝ

ࡢᛶ┦≉ࡣ࡚ࡗࡕࡓࡶᏊࡢከືࡣࡢ࠺࠸ࠊ࠸ࡼࡶ࡚࠸Ṍࡕ❧ࡢࡇࠋࡍ࡛

ࡣᚲせࡿࡵࡀࠊࡤࢀ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀㄢ㢟ࠊࡶ࡚࠸࡚࠸Ṍࡕ❧ࠋࡍᤵᴗタᐃ࡛࠸࠸

౯ࡢ᭱ࡇ࠺࠸ࠖ࠸࡞ࡽࢃࠕࠊࡣ࡛࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊࡓࡲࠋࡽࡍ࡛ࡢ࠸࡞

ࡃᑟࠖࡿࢃࠕࡢ┿ࠊࡵ῝ࢆࡧᏛࡣࡇࠖ࠸࡞ࡽࢃࠕࠋࡍࡲ࠸࡚࠸࠾ࢆ್

ά㌍ࠊࡾࡓᙜࡀගࡶᏊࡿ࠸࡚ࢀᏛ⩦㠃࡛㐜ࡣ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠋࡍ࡛ࡽࡔ㘽࡞ࡁ

  ࠋࡍࡲ࠼࠸ࡿ࠶ࡶᏛ⩦᪉ἲ࡛ࡿࡁ࡛
� ࡢ⪅ᚰ⌮Ꮫ♫ࠊࡢࡇ Elliot Aronson ࣉ࣮ࣝࢢࡎࡲࠊࡣἲ࡛࣮ࢯࢢࢪࡓࡋ㛤Ⓨࡀ

ࡤ࠼ᢸᙜ㒊ศ㸦ࡢᏛ⩦ෆᐜே୍ே୍ࡢ୰ࡢ A ၥࡣࢇࡉ Bࠊ1 ၥࡣࢇࡉ ࡞2࣭࣭࣭

ࠊࡽࡇ࠺࠸ࡿ࠶࡛ࠎᵝࡀᢸᙜㄢ㢟ࡢ⮬ྛࡣࣉ࣮ࣝࢢࡢࡇࠋࡍࡲᙜ࡚ࡾࢆ㸧

⪅ࡢᙺࡌྠࡣᗘࠊࡿࢃ⤊ࡀࡵᢸᙜỴࡢㄢ㢟ࠋࡍࡲࢀࡤࣉ࣮ࣝࢢ࣮ࢯࢢࢪ

ྠኈࡀ㞟⥴୍࡚ࡗࡲㄪࡾࡓヰࠊࡿࢃ⤊ࡀࢀࡑࠋࡍࡲࡋࡾࡓࡗྜࡋඖࢯࢢࢪࡢ

ࡲࡋㄢ㢟ゎỴࠊࡋඹ᭷ࠊࡏࢃྜࡁ✺ࢆෆᐜࡓࡋ⩦Ꮫࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡾᡠࣉ࣮ࣝࢢ࣮

 ࠋࡍ
� ᚲ↛ⓗࡀࡾࡾࡸࡢ㐩ࠊࡣሙ㠃タᐃ࡛ࡢ⩦༠ྠᏛࠊࢁࡋᡭἲ࡞࠺ࡼࡢ

Ⓨ⏕ࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿࡍ୰࡛ࡢࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡸࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥຊࢆఙࡇࡍࡤ

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ
� ୍ࠊࡣࡃከࡢᤵᴗࡢ⩦༠ྠᏛࡓࡋཧほࡀ⪅➹ࠊ࡛ࡲࢀࡇࠊࡇ࡞ṧᛕࠊࡋࡋ

ᩧᣦᑟྠᵝヰࡋゝⴥࡸ᭩ࡁゝⴥ೫㔜ࡢᤵᴗ࡛ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࡣ࡛ࢀࡇࠋࡓࡋ

ᣦᑟᢏἲ࡞ࣥࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࣘᮏ᮶ⓗࡣ⩦༠ྠᏛࠋࢇࡏࡲ࠼ゝࡣᤵᴗ࡞ࣥ

ࡿࡍ࠺ࡼࡿࡁᑐᛂ࡛ಶᛶࡢ᪉ࡧᏛࡢே୍ே୍ࠊࡣࡍάࢆⅬ࠺࠸ࡿ࠶࡛

 ࠋࡍᚲせ࡛ࡀࡇ
� ࢻ࣮ࣂ࣮ࣁࠊࡣ࡛࣒ࠖࣛࢢࣟࣉ⏕ᚸ⪅࣭ඛࡁࡋࢁࡩ࣮࣑ࢫࠕࡢࡇࠊ࡛ࡇࡑ

Ꮫᩍᤵࡢ H. Gardner �㸦multiple⬟▱ࢳ࣐ࣝࡿࡍᥦၐࡢ intellegenes㸧➼ࡢほⅬࠊࡽ

Ꮚ୍ࡶேࡢࡾࡦᏛࣥࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࢆࡧࢆࡇࡃ࠸࡚ࡋᥦၐࡲ࠸࡚ࡋ

➨ࡣ࡚࠸ࡘヲ⣽ࡢ⬟▱ࢳ࣐ࣝࠋࡍ 2 ࣏ࡢ⩦༠ྠᏛࡣḟ㡯࡛ࠊࡋࡇࡿㆡ❶

 ࠋࡍࡲࡅ⥆ࢆㄝ᫂ࡋᑡ࠺ࡶ࡚࠸ࡘ᪉ࡵ㐍ࡸࢺࣥ
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７． 協同学習を成功させるポイント：協同学習の 5つの基本要素を必ずそろえる 
 協同学習には、5 つの基本要素（Johnson, Johnson, & Holubec, 1993）というのがあ

ります。これは、協同学習が単なるグループ作業で終わることなく、本物の協同学

習となるための大変重要な条件です。協同学習による授業づくりにおいては、この 5

つの基本要素が必ず含まれるようにしておくことが重要です。 

 図 2−1 は協同学習の５つの基本要素の関係図（涌井, 2011）です。この 5 つの基本

要素とは、(1)互恵的な相互依存関係がある、(2)対面的なやりとりの機会がある、(3)

個人の責任があり、明確である、(4)ソーシャルスキルや協同・協働スキルが教えら

れ、頻繁に活用しなければならない、(5)チームのふりかえりを行う、のことです。 

 

 

協同学習の５つの基本要素（Johnson, Johnson, &  

Holubec, 2002）の関係図（涌井, 2011） 

 

  (1)の「互恵的な相互依存関係がある」とは、授業のめあて、教材、役割分担、

評価や成果（例えば、でき上がった作品のほか、賞状、達成のごほうびシールなど）

などについて、互いに協力を必要とするような関係、つまり「運命共同体」の関係

を作ることを意味します（応用行動分析学ではこれを集団随伴性といいます）。「ク

ラス（または班）の全員が課題をクリアする」、「班で各自が自分の役割を果たし、

協力して壁新聞を作る」など、みんなで協力しないとできないような関係を設定す

ることが必要です。 

 (2)の「対面的なやりとりの機会がある」とは、実際に対面してこの問題はああだ、

こうだと議論したり、教え合ったり、みとめ合ったり、ほめあったりできるような

図２-１
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

ᶵࢆタᐃ࡛࡞ࢇࡳࠊ࠶ࡷࡌࠕࠋࡍ࡛ࡇ࠺࠸ࡃ࠾࡚ࡋ༠ຊ࡚ࡗࡸ࡚ࡋୗࠖ࠸ࡉ

ࠊ࡛ࡾࡁࡗࡾㄢ㢟㸦ᙺ㸧ࡢศ⮬ࠊ࡚ࡂࡍࡋ㞴ࡀㄢ㢟ࡣᐇ㝿ࠊࡶ࡚ࡋ♧ᣦ

㐩ࢆ࠼⪄ὶࠊࡾࡓࡋᩍࡿࡍࡾࡓࡗྜ࠼㛫ࡣࡢ࠺࠸ࠊ࠸࡞ࢇࡀᝏ࠸

࡛ࠗࠋࡍᏛ࠘࠸ྜࡧ㸦すᕝ㸪2006㸧࡛45ࠊࡣ ศᤵᴗሙྜࡿࡁ࡛ࡢࢫࣛࢡࠊᏊ㸰ࠊ

㸱ྡࡀ 15 ศ࡛ゎࡿࡅㄢ㢟ࢆタᐃࡶ᭱ࡀࡢࡿࡍ㐺࠺ࡼࡢࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋࠊࡿ࠸࡚ࡋ

ࡲࡁ࡚ࡋ㛵㐃ࡶ౫Ꮡ㛵ಀ┦࡞ᜨⓗࡓࡗ⾜タᐃࡢ࡚࠶ࡵࡸ㞴᫆ᗘࡢㄢ㢟ࠊ

ᅗࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡍ 2�1 ୍ࡀࡢࡾࡾࡸ࡞ᑐ㠃ⓗࡢ౫Ꮡ㛵ಀ┦࡞ᜨⓗࡣ࡛

㒊㔜࠺ࡼࡿ࡞㓄⨨5ࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ 㓄࠺ࡼ࠺ྜࡾ࡞㔜ࡀ࡚ࡍࡢせ⣲ࡢࡘ

ࢀࡒࢀࡑࡶせ⣲ࡢࡣࢀࡇࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ⨨ 5 㛵ࡓࡗྜࡾ࡞㔜࠸せ⣲ࡢࡘ

㐃ᛶࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ♧ࢆࡇ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡗࡶࢆ 
� ࡁᡭᢤࡿࡺࢃ࠸ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡣࡢ࠺࠸ࠖࡿ࠶࡛☜᫂ࠊࡾ࠶ࡀ௵㈐ࡢಶேࠕࡢ(3)

࣓ࡢࡢ࡞ㄢ㢟ࡀࡇࡿసࢆ⪺᪂࡛⌜ࠊࡤ࠼ࠋࡍᚲせ࡛ࡵࡓࡄ㜵ࢆࡾࡰࡉࡸ

ࡃࡼࡣࡢ࠺࠸ࡓࡏࡉᡂࢆ⪺㛗୍ே࡛᪂⌜ࡣᒁ⤖ࠊ࡚࠸࡛ࢇ㐟ࡎࡏసᴗࡣ࣮ࣂࣥ

௵㈐ࡸᙺศᢸࡁࡿࡸࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛⫣㈉࣒࣮ࢳࡀே୍ே୍ࠋࡍ࡛࣮ࣥࢱࣃ࠸࡞

 ࠋࡍࡲࡏࡉࡾࡁࡗࡣࢆ
� ࡤࢀࡅ࡞ࡋ⏝ά⦾㢖ࠊࢀࡽ࠼ᩍࡀࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠕࡢ(4)

ࡀ࡞ࢀࡲ⏕ࡀࠎᡃࡣࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠊࡣࡢ࠺࠸ࠖ࠸࡞ࡽ࡞

ᨷࡾࡓࡋ㠀㞴ࢆᡭ┦ࠊࡃ⪺ࢆヰࡢᡭ┦ࠋࡍ࡛ࡽ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿ࠸࡚ࡗᣢ࡚ࡋࡽ

ᧁࡎࡏ㛫㐪ࢆ࠸ᣦࠊࡿࡍពぢࡀ㐪ࡶ࡚ࡗᘓタⓗヰࠊࡍᛂࠊࡿࡍຬẼ࡙ࡅ

ࢁ࠸ࢁ࠸ࡣࣝ࢟ࢫ࡞ᚲせࡵࡓࡿࡍㄢ㢟ゎỴ࡚ࡋ༠ྠ࣭༠ാ࡛࣒࣮ࢳ࡞࣭࣭࣭ࡿ

ᩍ≉ࠊࡽࡓࡋ࡛ࡕࡓࡶᏊࡢ㧗Ꮫᖺ≉ࠊࡕࡓࡶᏊࡢⓎ㐩࡞ᆺⓗࠋࡍࡲࡾ࠶

ᖌࡀᩍ࡛ࡍࡶ࡚ࡃ࡞࠼ఱࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡢࡽ༠ྠ࣭༠ാࢆࣝ࢟ࢫᣢ࠸࡚ࡗ

⋓↛⮬࡚ࡳࢆᵝᏊࡢࡶᏊ࡞ᡭୖࡀࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࠊࡓࡲࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶࡿ

ᚓࡃ࠸࡚ࡋ㸦ࠋࡍࡲ࠸࠸ࢢࣥࣜࢹࣔࢆࢀࡇ㸧ࡋࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡿ࠶ࡶࡇ࠺࠸ࠊ

ࡢࡿ࠶ࡀࣝ࢟ࢫ༠ྠ㺃༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯ࡞ࢇ࡛ࢫࣛࢡࠊࡶሙྜ࡛ࡢࡑࠊࡋ

ฟࠊࡾࡓࡗྜࡋᥖ♧ࠊ࡚ࡋ࡞ࡿࡍࡾࡓࡋព㆑ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋษ࡛ࠋࡍ�  
� せ⣲࡞ษ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡃḞࠊࡶࡢ࠺࠸ࠖ࠺⾜ࢆࡾ࠼ࡾࡩࡢ࣒࣮ࢳࠕࡢ(5)

ࡢࡓࡗ࠸ࡃࡲ࠺ࡀ࣒࣮ࢳࡽࡓࡗྜࡋ༠ຊࡓࡲࠊࡽࡓࡗྜࡋຓ㢼࡞ࢇࠋࡍ࡛

ㄢ㢟ࡃࡲ࠺ࡀ௰㛫ྠኈࠊ࡛ࡇࡢࡇࠋࡿࡅタࢆᶵࡿ࠼ࡾࡩ࡛࣒࣮ࢳ࡚࠸ࡘ

ࡗྜࡧ႐ࢆᶆ㐩ᡂ┠ࡢ࣒࣮ࢳࠊࡾࡓࡏࡉព㆑࠺ࡼࡿࡍᣢ⥔ࢆ㛵ಀ࡞࠺ࡼࡿࡵ⤌ࡾྲྀ

୰ࡢᤵᴗࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࡾࡓࡋฟࡁᘬࢆື⾜࡞ᴟⓗ✚ࡢࢺ࣓࣒࣮ࢳࠊࡾࡓ

ࡋ࡛ࡿ࠶ࡶ᪉ἲ࠺࠸ࡿࡍ⏝ࢆࡢࡾᖐࠊࡋࡍࡲࡾ࠶ࡶሙྜ࠺⾜ࢆࡾ࠼ࡾࡩ࡛

ྲྀࢆ㛫ࡢࡾ࠼ࡾࡩࠊࡣᮇ࡛ࡢࡾࡤࡔࢇ⤌ࡾྲྀ⩦༠ྠᏛࠊࡣᐇ㝿ࠋ࠺ࡻ

ࡓࡁ࡚ࢀ័ࠎᚎ᪉ࡾࡸࡢ⩦༠ྠᏛࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶࡿ࠶ࡶሙྜ࠸ࡋ㞴ࡀࡇࡿ

 ࠋࡍ࡛࠸ࡼࡿࡍᑟධࠊࡽ
� ➨ 4 ࡢ⩦༠ྠᏛࢆࡢࢫࣥࢲࡢᐇ㊶㸰ࡢ㸯ࡢ❶ 5 ࡏࢃྜࡋࡽ↷ᇶᮏせ⣲ࡢࡘ

4ࠊࡿࡳ࡚ࡳ࡚ ேୖࢆࢫࣥࢲ࡛࣒࣮ࢳࡢᡭࡃ㋀ࠕ࠺࠸ࡿࡍ࠺ࡼࡿࢀᜨⓗ࡞┦

౫Ꮡ㛵ಀࠖ4ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ ேẖᑐ㠃ࡿࡍࡾࡾࡸࠊࡋ⩦⦏ࢫࣥࢲ࡚ࡋ
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ᶵࡀタࠕࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࢀࡽࡅಶேࡢ㈐௵ࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘᚓព࡞ேࡀᩍࠊ࠼Ᏻ࡞

ேࡀᩍ࠺࠸࠺ࡽࡶ࡚࠼ᙺศᢸࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠕࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ༠ྠࠖࣝ࢟ࢫ

ኌ࠸ࡼࡽࡓ࠼ᩍ࠺ࡼࡢࠊ㐩ࡶᏊࡢᙺࡿ࠼ᩍࡣ⏕ඛࡢ௵ᢸࠊࡣ࡚࠸ࡘ

࣒࣮ࢳࠕࡣᅇࠋࡓࡋࡲࡁ࠸࡚ࡗᘔࢆ࣒࣮ࢳྛ࡚ࡋࡾࡓࡏぢࢆᐇ㝿ぢᮏࠊࡾࡓࡋࡅ

 ࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲ࠸⾜ࡣࠖࡾ࠼ࡾࡩࡢ
� ༠ྠᏛ⩦ࡢᡭἲࡾྲྀࢆධࡓࢀᤵᴗ࠸ࡓࡳ࡚ࡗࡸࢆᛮࡓࢀࢃ᪉ࠊࡣ༠ྠᏛ⩦ࡢ㸳

ࠋ࠺ࡻࡋ࡛࠸ࡼࡀࡢࡃ࠸࡚ࡋࡾࡃᤵᴗ࡙ࠊ࠼⪄ࢆᵓᡂࡢᤵᴗࠊ㍈ࢆᇶᮏせ⣲ࡢࡘ

ࠗᏊ̿ࢺ࣮࣏ࢧࣆࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡢࡶᩍᖌ࣭࢞ࣥࣙࢪ࣮ࣝࢡࣥࡢࡵࡓࡢ

ࡢࡾࡃᤵᴗ࡙ࠊࡶⴭ㸧 ࣝࢿࢫ .E࣭ࢧ࣮࣐ ,ࢿࣕࢪ ࢙ࣝࢳ㸦ࣞ࠘ࢡࢵࣈࢻ

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉᥖ㍕ࡀ࡞ࢺ࣮ࢩࡓࡗࡾ࠼ࡾࡩࡢ࣒࣮ࢳࠊࡸࣉࢵࢸࢫࡢࡵࡓ

ඛ⏕᪉ࡓ࠸㡬࡚ࡋ༠ຊ✲◊ࠊࡓࡲࠋ࠸ࡉぴୗࡈࡶࡽࡕࡇࡣ᪉࠸ࡓࡾ▱ࡃࡋヲࡽࡉ

࡞ᬯၐࡢࡢᩘ⟭ࠊ⩦ᏐᏛ₍ࡸ⫱యࠊ࡚ࡋឤゐࡢ࡚ࡳ࡚ࡗࡸࢆ㊶ᐇࠊࡣࡽ

⏝άࢆ⬟▱ࢳ࣐ࣝ࡞ࠎᵝ࡞ேࠖࠕࠊ㡢ᴦࠖࠕࠊ㸦✵㛫ᢕᥱຊ㸧ࠖ⤮ࠕࠊయࠖࠕࡣ

ࢃᛮ࠸ࡍࡸࡾࡸࡀ⩦༠ྠᏛࡍάࡇࡔࢇᤵᴗ࡛ᏛࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࠊࡃࡍࡸࡋ

 ࠋࡓࡋ࡛ࡇ࠺࠸ࡿࢀ
 
㸶㸬�㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡶࡶཧຍࡿࡍ༠ྠᏛ⩦ࡿࡅ࠾㓄៖ࡸᡭ❧࡚ 
� 㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡶࡶ༠ྠᏛ⩦ཧຍࡿࡍሙྜ࡞࠺ࡼࡢࠊ㓄៖ࡀᡭ❧࡚ࡀᚲせ࡞

 ࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡢ
� ࡛ࡘ୍ࡢᇶᮏせ⣲㸦Johnson, Johnson, & Holubec, 2002㸧ࡢࡘ㸳ࡢ⩦༠ྠᏛࠊࡣࡎࡲ

ཧຍࡀࡶᏊࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠊࡵࡓࡿࡏാࡃᡭୖࢆ౫Ꮡ㛵ಀࠖ┦࡞ᜨⓗࠕࡿ࠶

ࡇࡿࡍㄝ࡚᫂࠸ࡘࡢ࡞ᚲせࡀᕤኵࡢᨭࡸ㓄៖㡯࡞࠺ࡼࡢሙྜࡿࡍ

 ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋ
� ࠊ࠸ྜࡅຓࠊ࠸ྜࡋ༠ຊ࠸ࡀ࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳࠊࡣ౫Ꮡ㛵ಀࠖ┦࡞ᜨⓗࠕ

ᨭ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺ྜ࠼㛵ಀࠊࢆㄢ㢟㸦┠ᶆ㸧ࡸᩍᮦࡸᙺࡢタᐃ࡚ࡗࡼస

ゎỴࢆㄢ㢟ࡢࢀࡒࢀࡑࡀ࣮ࣂ࣓ࣥࠊሙྜࡿ࠶ࡀ౫Ꮡ㛵ಀ┦࡞ᜨⓗࠋࡍ࡛ࡇࡿ

ᙉయ࣒࣮ࢳࠊࢀࡉ㐩ᡂࡀᶆ┠ࡢయ࣒࣮ࢳ࡚ࡗࡼࡇࡍࡓᯝࢆᙺࡾࡓࡋ

Ꮚ㸦ࡢ࡚ࡋ࣒࣮ࢳࡤ࠼㐩ᡂឤ࡛ࠊࡾࡓࡗ࠶㈹≧ࡸᚓⅬ࡞࣮ࣝࢩࡧ࠺ࡈࡸ㸧

ࡀ㞟ᅋ㝶కᛶࠖࠕࠊࡣᛂ⏝⾜ືศᯒᏛ࡛ࢆࡇࡢࡇࠋࡍࡲࡾ࡞ࡇࡿࢀࡽ࠼ࡀ

ാࠋࡍࡲ࠸࠸ࡿ࠸࡚࠸ 
� 㸦ᾛ, 2002; 2006a✲◊ࡢ㐃୍࡚࠸ࡘ㞟ᅋ㝶కᛶ࡛ࡲࢀࡇࡣ⪅➹ ࡚ࡗ⾜ࢆ㸧࡞

ࡶᏊࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࡢ➼Ⓨ㐩㞀ᐖࠊࡽぢ▱ࡢ➼✲◊⾜ඛࡸ✲◊ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋࡲࡁ

ࡢ௨ୗࠊ࡚ࡋⅬࡁࡍ㓄៖࡚࠸࠾㞟ᅋࡢ 8 Ⅼࢆᣲࡣࡽࢀࡇࠋࡓࡋࡲࡆ࡚ࡋ

㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡢࡳࡢࡶ㞟ᅋࡿࡼ✲◊ࡢ࡚࠸࠾▱ぢ࡛ࡀ⪅➹ࠊࡋࡋࠋࡍ㏻ᖖ

࡞ࡢ㞀ᐖࡶᏊࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠊࡣࡽ㦂⤒ࡓࡗ⾜ࢆᤵᴗほᐹࡢ⩦༠ྠᏛࡢᏛ⣭࡛ࡢ

ඹ㏻ࡶ࡚ࡗ࠶㞟ᅋ࡛ࡢࡳࡢࡶᏊࡢᆺⓎ㐩ࡓࡲࠊࡶ࡚࠸࠾㞟ᅋࡴྵࢆࡶᏊ࠸

࠶ࡢⓎ㐩㞀ᐖࡣᮏ᭩ࠊࡢࡢࡶ࠺࠸ࡣࠋࡍࡲ࠸࡚ࡌឤࡿ࠶㡯࡛ࡁࡍ㓄៖࡚ࡋ

㞀ᐖ≉ࡣ௨ୗ࡛ࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸࡚ࡋ㇟ᑐࢆ㊶ᐇࡢ㏻ᖖᏛ⣭࡛ࡪᏛඹࡶࡶᏊࡿ
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 ࠋࡍࡲࡁ࠸࡚ࡋㄝ࡚᫂ࡋᐃࢆ㞟ᅋࡴྵࢆࡶᏊࡢᆺⓎ㐩ࡶᏊࡿ࠶ࡢ
�  

ձ ࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯ༠ྠ࣭༠ാࡢࣝ࢟ࢫᣦᑟࠋࡿࡍࢆ࠸ࡽࡉ࠾ࡸ 
ղ ୖ㏙ձࢆᐇ㝿ά⏝࡛࠺ࡼࡿࡁᣦᑟሙ㠃ࢆ≀⌮ⓗᵓ㐀ࠋࡿࡍ 
ճ ࡸ࣒࣮ࢳಶࠎேࡢ┠ᶆ㐩ᡂࡢ࡛ࡲ㐙⾜≧ἣࢆ㏲ḟࠋࡿࡍࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ 
մ 㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡸࡶ㐙⾜⬟ຊຍᩘࠊ࡚࠼ⓗฎ⌮⬟ຊࡸ㞟ᅋ

యࡸࢬࢧࡢᙉࡀ㝶కࡿࡍ㞟ᅋ༢㸦ࢫࣛࢡయࠊ⌜ẖ࡞࣌ࠊ㸧ࡢࡁ

 ࠋࡿࡍタᐃࢆ㐩ᡂ┠ᶆ㸦⾜ື㸧ࡢேࠎಶࡸ࣒࣮ࢳࠊ࡚ࡋ㓄៖➼ࡉ
յ 㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡢࡶ⌮ゎᗘᛂ࡚ࡌᙉᏊࡢ✀㢮ࢆ㑅ࠋࡪ 
ն 㞟ᅋ㝶కᛶ㸦㸻ᜨⓗ┦౫Ꮡ㛵ಀ㸧ࢆ⌮ゎࡿ࠸࡚ࡋᣦᑟ๓ᣦᑟ୰

 ࠋࡿࡍࢺ࣓ࣥࢫࢭ
շ ᩍᖌ࣒࣮ࢳࡣෆࡢ௰㛫㛵ಀᖖὀពࢆᡶࠋࡃ࠾࡚ࡗ 
ո ᩍᖌࡣ㞟ᅋྠࡢㄪࡀᙉ࠺ࡼ࠸࡞ࢀࡽ࠸ᖖὀពࢆᡶࠋࡃ࠾࡚ࡗ 
�  

� ձࠊࡣ࡚࠸ࡘᆺⓎ㐩ࡢᏊࡢࡳࡢࡶ㞟ᅋࡶ࡚࠸࠾ゝ࣮ࢳࠊࡀࡍ࡛ࡇࡿ࠼

ࡉᚓ⋓ࡔࡲࡀࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯ࡞ᚲせࡁࡃ࠸࡚ࡋసᴗ࡛࣒

య࡛ࢫࣛࢡࡶሙྜ࡛ࡿ࠸࡚ࢀࡉᚓ⋓ࠊࡋࡍᚲせ࡛ࡀᣦᑟࡢࡑࡣሙྜ࠸࡞࠸࡚ࢀ

ᐃᮇⓗࡢ࡛࣒࣮ࢳࠊࡿࡍ࠸ࡽࡉ࠾༠ྠࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡃ࠸ࢬ࣮࣒ࢫࡀ 
� ղࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠊࡣ༠ྠ࣭༠ാࢆࣝ࢟ࢫᏊࡾࡼࡀࡕࡓࡶά⏝ࡍࡃࡍࡸࡋ

ࡀሙྜࡿࡍⱞᡭࢆࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡣࡕࡓࡶᏊࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠋࡍᕤኵ࡛ࡢࡵࡓࡿ

ከࠊࡽࡍ࡛࠸༠ྠࢆࣝ࢟ࢫᐇࡿࡍ┦ᡭࢆ㝈ᐃࡕ❧ࠊࡾࡓࡋ⨨㊊ᙧࢡ࣮࣐ࡢ

࠶࡚࠼ᩚࢆቃ⎔࠸ࡍࡸࡾࢃ㛵ࡀኈྠࡶᏊࠊ࡚ࡋ࡞ࡿࡍ៖⪄ࢆ⨨㓄ࡢᮘࠊࡿ㈞ࢆ

 ࠋࡍ㔜せ࡛ࡀࡇࡿࡆ
� ճ࣒࣮ࢳࠊࡣෆࡢ༠ຊಁࡾࡼࢆ㐍ࠊࡵࡓࡿࡍㄡࡀຓࡀࡅᚲせྍࢆࡢ࡞どࡍ

グࢺࢫ࣋ᕫ⮬ࠊࡣᤵᴗ࡛ࡢ㉮ࣝࢻ࣮ࣁࡢ⫱యࡿ࠶ࠊࡤ࠼ࠋࡍ࡛ࡢࡶ࠺⾜ࡵࡓࡿ

㘓ࡀ࡞ࢇࡳࡢࢫࣛࢡࢆ᭦᪂ࢆࡇࡿࡍ┠ᶆࡓࡋᤵᴗࡢࡑࠊࡀࡍ࡛ࡢࡓ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

㝿ࠊ⮬ᕫࢺࢫ࣋グ㘓ࢆ᭦᪂࡛ࡣ⪅ࡓࡁయ᧯ᖗࢆ㉥ࠊᮍࡣ⪅ࡢࡔⓑࣇ࡛ࡇࡿࡍ

࡛ࡀㄢ㢟ࠊ࡚ࡗ㈞ࢆࢻ࣮࢝ᮐྡࡢࡕࡓࡶᏊ㯮ᯈࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࢡࢵࣂࢻ࣮

ࠎಶࡢࡶᏊࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠊࡣࢺ࣏ࣥࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶ᪉ἲ࠺࠸ࡍ⛣ഃྑࡣேࡓࡁ

 ࠋࡍ࡛ࡇࡿྲྀࢆ᪉ἲࡢࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡿࡁゎ࡛⌮ࡀࡶࢀࡔࠊ࡚ࡏࢃྜᐇែࡢ
� մࠊࡀࡍ࡛࡚࠸ࡘ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊ୍ࡓࡵྵࡶࡶே୍ேࡢ㐙⾜⬟ຊࡓࡏࢃྜ┠

ᶆタᐃࡀࡇࡿࡍࢆ㔜せ࡛ࠋࡍ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊ࠺ࡼࡢࠖࡍࡗࡑࡳࠕࡿࡺࢃ࠸ࡀࡶ

ࡃ࡚࠼⪄ࢆᶆタᐃ┠࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛⫣㈉ᴟⓗ✚ࡢ࣒࣮ࢳࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࡞Ꮡᅾ࡞

ࡀᖹᆒ࣒࣮ࢳ࡛ࢺࢫࢸᏐ₍ࠕࡤ࠼ࠊ࡚࠼ຍࠋ࠸ࡉࡔ 80 Ⅼ௨ୖྲྀ࠺ࡼ࠺࠸ࠖࡿ

ᩘ್┠ᶆࡀධࡿ࠸࡚ࡗሙྜࠊ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊᩘࡢࡶⓗฎ⌮⬟ຊ࡚࠸ࡘ⪃៖ࡿࡍᚲ

せࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ⌜ဨ 6 ゎ⌮ࡣࡽ࡞༢࣌ࠊࡶ࡛⌮↓ࡣࡇࡿࡍ⟭ィࢆᖹᆒ್ࡢྡ

ᩘࠊࡣሙྜ࡞⌮↓ࡶࢀࡑࠋ࠺ࡻࡋ࡛࠸࠸ࡤࢀࡍࢆᶆタᐃ┠ࡢ࡛࣌ࠊࡤࡽ࡞ࡿࡁ࡛

್┠ᶆࡢタᐃࢆぢ┤ࡍᚲせࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ㐩ᡂ┠ᶆࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᣦᑟ࠸ࡓࡋ⾜
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

య⮬ື⾜࡞࠺ࡼࡢࠖ⬮ே୕ࠕࠊࡢ࡞✚ࡢ⾜㐙ࡢேࠎಶ࡞࠺ࡼࡢ㥐ఏࠖࠕࡀື

ࢳࠋࡍࡲࡁ࡚ࡗࢃኚࡀᛂࡢࡕࡓࡶᏊࠊ࡚ࡗࡼࡢࡶࡿ࠶ࡀ౫Ꮡⓗᛶ㉁┦

ࡼࡢࠖ⬮ே୕ࠕࠊࡣẁ㝵࡛࠸ࡋஈࡀゎ⌮ࡇ࠺࠸ࡿࡍ༠ຊ࡚ࡗྜࡅຓ࡛࣒࣮

 ࠋ࠺ࡻࡋ࡛࠸ࡼࡪ㑅ࢆࡢࡶࡿ࠶ࡀ౫Ꮡⓗᛶ㉁┦య⮬ື⾜ࡿࡍᣦᑟ࡞࠺
� յࡢᙉᏊࡢ✀㢮ࡢ㑅ᐃࠊࡣ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡢࢫࣛࢡࡸࡶᏊࡀࡕࡓࡶయ㦂ࡸ≀

࡛⌜ࠋࡍࡲࡁ࡚ࡗࢃኚ࡚ࡗࡼࡿ࠸࡚ࡁᗘ⌮ゎ࡛⛬ࡢࡀឤぬ࠺࠸ࡿࡍඹ᭷ࢆ

㈹≧୍ᯛ୍࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳࠊ࡛ࡅࡔ࠺࠸ே୍ேࡀ㐩ᡂឤࢆឤ࠺ࡿࢀࡽࡌ

㞟ᅋ࠺࠸ࡔࡢࡓࡋ㐩ᡂ࡛࡞ࢇࡳࠊࡔࡢࡿ࠸࡚ࡗྜࡋ༠ຊ࡛࡞ࢇࡳࠋࡍ࡛ࡇ࠺࠸

㝶కᛶ㸦ᜨⓗ┦౫Ꮡ㛵ಀ㸧ࡢ⌮ゎ࠸ࡍࡸࡋࡀᙉᏊࢆᏊ࡚ࡏࢃྜࡶ㑅ࡲࡧ

 ࠋ࠺ࡻࡋ
� նୖࡣ㏙ࡢմࡸյࡶ㛵㐃ࠊࡀࡍࡲࡋᮏᙜ㞟ᅋ㝶కᛶࢆ⌮ゎ࠺ࡿ࠸࡚ࡋ

ᣦᑟ๓ࠊᣦᑟ୰ࡀࡇࡿࡍࢺ࣓ࣥࢫࢭᚲせ࡛ࠋࡍẚ㍑ⓗ㞀ᐖࡢ⛬ᗘࡀ㍍ᗘࡇࡢ

ࢀࢃࡢⓎ㐩㞀ᐖࡿ࠶ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀሙྜ࠸࡞࠸࡚ࡁゎ࡛⌮ពእࠊࡶ࡚ࡗ࠶࡛ࡶ

࡚ࡁࣥࣆࡶ࡚ࢀࢃゝ࡚ࠖࡗ࠶ࡋ༠ຊࠊ࠸ࡼࡶ࡚ࡗྜ࠼ᩍࢆ࠼⟆ࠕࠊࡣࡶᏊࡿ

࡞ࠊ࡚࠸࡛ࢇ㎸࠸ᛮࡔࡇ࠸ᝏࡣࡇࡃ⪺㐩ࡎศ࡛ゎ⮬ࠊᵝᏊ࡛࠸࡞࠸

⌮ࡣึ᭱ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀࢻ࣮ࢯࣆ࢚࠺࠸ࡓࡗ࡞ࡵጞࢆࡾࡾࡸࡢ㐩࡞

ゎ࡛ࠊࡶ࡚ࡃ࡞࠸࡚ࡁ⤒㦂ࢆ㔜ࡿࡡẖ⌮ゎࡀ㐍ࠊ࡛ࡢࡍࡲࡳᐃᮇⓗ㞟ᅋ㝶కᛶ

㸦㸻ᜨⓗ࡞┦౫Ꮡⓗ㛵ಀ㸧ࢆ⌮ゎࠊࡋࢡࢵ࢙ࢳ࠺ࡿ࠸࡚ࡋㄗゎࢆṇ࡞ࡍ

 ࠋࡍᚲせ࡛ࡀࡇࡿࡍࢆᨭࡢ
� շ࣒࣮ࢳࠊࡣෆ࡛ᡂ⦼ࡢᝏࢆ࣮ࣂ࣓ࣥ࠸㈐ࠊࡵᡭࡀཱྀࡸฟࡢ࡞ࡿᭀゝࡸᨷᧁ⾜

ࡢື⾜ᨷᧁࡸᭀゝࡶնࡸմࡢ㏙ୖࠊࡢշࠋࡍ࡛ࡇ࡞ษࡵࡓࡿࡍᅇ㑊ࢆື

ᅇ㑊ࡵࡓࡢษ࡛ࠋࡍㄡࡀ㈐୍ࠊࡎࡏࡾࡓࢀࡽࡵே୍ே࣒࣮ࢳࣈࢸࢪ࣏ࡀ

Ꮚࠊࡣᤵᴗ࡛ࡿࡼ⩦༠ྠᏛࠋࡍせ࡛⫢ࡀࡇࡿࡍࢆᶆタᐃ┠࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛⫣㈉

ࡿࡁほᐹ࡛ࢆᵝᏊࡢࡶᏊࡀᩍᖌᤵᴗ୰ࠊ࡛ࡢࡿ࡞ᤵᴗᙧែࡢάື୰ᚰࡢࡶ

㛫ࢆከࡃ☜ಖࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᗙᖍ⾲ࢆ࡞⾲ࢡࢵ࢙ࢳࡓࡋࢪࣥࣞࢆά⏝

 ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡾぢྲྀࢆᵝᏊࡢࡶᏊ࡚ࡋ
� ո࣒࣮ࢳࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ㏫ྠࡎࢃࡽㄪࠊࡣࡇࡿࡍ༠ྠ࡛ࡣỴ࠸ࠖ࠸࡞࡚ࡋ

ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࠸ࡋḧ࡚࠸࡚ࡅࡘࢆẼᵝᏊࡢࡕࡓࡶᏊࠊࡵ␃⬚ࡣᩍᖌࢆࡇ࠺

ఱࠊ㏙࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿ࠸ᙉࢆㄪྠࡢ㞟ᅋࡣ༠ྠࠊࡣ㸦2006㸧ࢬࣝࢸࣄࣜ

ၥ㢟ࡀ㉳ࡸࡁࡓࡁኻᩋࡁࡓࡋ᪥ᮏ࡛ࡃࡼࡣᏳ࣒࣮᫆ࢳ㈐௵ࡇࡿࡏࡽྲྀࢆ

ࡲࡌ⏕ࡀᅽຊࡢ㞟ᅋࡎࡽ࡞ࡃࡍࠊࡣሙྜࡿࡍ㞟ᅋ࡛༠ྠࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋᢈุࢆ

ࠊࡋゎ⌮ࢆ࠸࠾࡚ࡵึ࡚ࡗྜࡾࡘࡪࡀពぢࠊࡤࢀࡍ⏝సࣈࢸࢪ࣏ࡀࢀࡑࠋࡍ

ࡲࡾ࡞Ꮫ⩦ᶵ࡞⏝ኚ᭷ࡪᏛࢆࡢ࠸ࡼࡽࡓࡵ㐍ࢆㄢ㢟ゎỴࡢ༠ྠ࠺ࡼࡢ

࠸࠺ᚑே࡞ࡁࡢኌࡀࡔពぢ࠺㐪ࡣศ⮬ࡣᮏᙜࠊࡤࢀࡍ⏝సࣈࢸ࢞ࢿࠋࡍ

࠺ࡼࡿࡁ࡛⌧⾲┤⣲ࡃ࡞ࡇࡿ࠼ᢚࢆࡕẼᣢࡢศ⮬ࠋࢇࡏࡲࡡࡾ࡞ࡇࡓࡗ

ࢩ࣮ࢧ࠺࠸ࡿࡍᕫᙇ⮬ࡽࡀ࡞ࡋᑛ㔜ࢆᡭ┦ࠊࡵࡓࡢࡾ㞺ᅖẼసࡢࢫࣛࢡ࡞

ࡿࢀධࡾྲྀᣦᑟࡢࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡢձࢆᣦᑟࡢࣝ࢟ࢫࣥࣙ

➨ࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡚࠼⪄࠺ࢁࡔ࠸࠸ 3 ❶࡛⤂ࠕࡿࡍᏛࡧ᪉ࢆᏛࠖࡪᤵᴗࠊࡶ

1212 13

第 2章　協同学習とは？



 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

Ᏻ᫆࡞㞟ᅋෆྠࡢㄪࢆ㜵ࡄᙺࢆᯝ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀࡃ࡚ࡋࡓᮇᚅࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

ࢆࡉⰋ࠺㐪ࢀࡒࢀࡑࠊ࡚࠸࡚ࡗ㐪ࡀࡾࡦࡾࡦࡣᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࠊࡣࢀࡑ

ᣢ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡗ౯್ほࢆᏊࠋࡍ࡛ࡽࡔࡢࡶࡴ⫱ࢫࣛࢡࡸࡕࡓࡶ 
� ௨ୖࠊࡀ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡶࡶཧຍࡿࡍሙྜ㓄៖ࡁࡍ㡯ࡸᡭ❧࡚࡛ࠋࡍ༠ྠ

Ꮫ⩦ࡢ 5 ᜨⓗ┦౫Ꮡࠕࡢ୰ࡢᇶᮏせ⣲㸦Johnson, Johnson, & Holubec, 2002㸧ࡢࡘ

㛵ಀࠖ㸦㸻㞟ᅋ㝶కᛶ㸧ࡢほⅬࡽ㓄៖ࡁࡍ㡯ࡸᡭ❧࡚࡚࠸ࡘぢ࡚ࡓࡋࡲࡁ

ࢃࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋ㛵㐃ᐦ᥋ࡶᇶᮏせ⣲ࡢ⩦༠ྠᏛࡢࠊࡣ┠㡯ྛࡢձ㹼ոࠊࡀ

ᅗࠋࡍࡲ࠸ᛮࡿ 2�1 5ࠊ࠺ࡼࡿ࠶࡚ࢀࡉ♧࡚ࡗྜࡾ࡞㔜ࡀࡢࡘ㸳ࡣ࡛ せࡢࡘ

⣲ࡀ┦㛵㐃࡚ࡗྜࡋ༠ྠᏛ⩦ࡀᡂࠋࡍ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ❧ࡾ 
� ⾲ࠊ࡚ࡉ 2�1 㞟ᅋ㝶కᛶᐇࡢࡵࡓࡢ⪅ᣦᑟࡓࡋᙧᘧࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳࢆࡽࢀࡇ

ࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳ㸦ᾛ㸪2006a㸹Ꮠ୍ྃࢆ㒊ᨵኚ㸧ࠋࡓࡋࡲࡋ♧ࢆᩍᖌࡀᑐ㇟㞟ᅋ

࢙ࢳࡢࡇࠊ࠾࡞ࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡿ࡞ຓ୍ࡢࡵࡓࡿࡍỴᐃࢆస᧯ࡢ㞟ᅋ㝶కᛶࡓࡋ㐺

㇟̾ඛ⾜㇟̾⾜ື̾⤖ᯝ࣭ࢢࣥࢸࢵࢭࠕࡢᛂ⏝⾜ືศᯒࡣ┠㡯ࡢࢺࢫࣜࢡࢵ ᙉࠖ

ᛂࠋ㸦ᾛ㸪2006a; 2006b㸧ࡍࡲ࠸࡚୪࡚ࡗἢࡳ⤌ㄽⓗᯟ⌮ࡢᅄ㡯㝶కᛶ࠺࠸

⏝⾜ືศᯒࡢࡽ⌮ㄽⓗㄝ᫂ࡸ㞟ᅋ㝶కᛶࡗࡶ࡚࠸ࡘヲ࠸ࡓࡾ▱ࡃࡋ᪉ࡣ❶ᮎ

⫣ᩥࡢ 11㸧ࠥ13㸧ࢆཧ↷࡚ࡋୗࠋ࠸ࡉ 
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 表２-１ 指導者のための集団随伴性実施チェックリスト（涌井，2006a；字句を一部改変） 

  項目 
チェッ

ク欄 

セッティング 

要因に関す

る 

事項 

1. 対象児の数的処理能力のアセスメントを行ったか。   

2. 対象児のソーシャルスキルや協同・協働スキルのアセスメントを行っ

たか。 
  

3. 対象児にソーシャルスキルや協同・協働スキルのレパートリーがない

場合、協同学習実施前に短期トレーニングを行ったか。 
  

4. 指導中にソーシャルスキルや協同・協働スキルのおさらいをすること

を指導手続きに入れたか。 
  

5. 指導場面は、ソーシャルスキルや協同・協働スキルの遂行が想定さ

れる場面が頻出する文脈になっているか。 
  

先行刺激に 

関する事項 

6. 仲間の標的行動遂行状況のフィードバックを指導手続きに入れた

か。 
  

7. 仲間の標的行動遂行状況のフィードバックするために、仲間モニタリ

ング（他者評価）手続きは使用できるか。 
  

8. 強化の随伴単位を縮小し、被援助者を限定したか。   

9. ソーシャルスキルや協同・協働スキルの遂行が想定される場面の構

造化を行ったか。 
  

10. 標的行動の評価表を対象集団に合わせて簡素化したか。   

結果・強化に 

関する事項 

11. 集団随伴性の理解に関するアセスメント（暗黙の了解事項の理解、

強化子の共有関係の理解）を行ったか。 
  

12. 対象集団に適合した強化基準値になっているか。   

13. 対象集団が強化子の共有関係を理解していない場合、強化随伴単

位で共有できる１つの強化子を用意したか。 
  

14. 指導中、定期的に集団随伴性のアセスメントを実施することを指導

計画に含めたか。 
  

 注：標的行動とは、個々人やチームの達成目標になっている行動のことである。      
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第３章 「学び方を学ぶ」授業とは？ 
 

１． 学び方は一人ひとり違っている！ 
 あなたは知らない場所へ行くとき、何を手がかりにしますか？  

 ——①地図を見る、②人にことばで説明してもらう、③道でその都度人に聞く、

④同じ場所に行きそうな人に付いて行く――筆者の場合、大抵③か④です。あなた

は①かもしれませんね。どんな説明が理解しやすいかは人それぞれ違っています。

そうです。授業も同じです。言葉で説明してもらった方がわかる子、図や絵と一緒

に説明してもらった方がわかる子、全体像をぱっと示してもらった方がわかる子、

順番を追って説明された方がわかる子、子ども達の学び方は一人ひとり違っていま

す。一般的な成績の子どもも、優秀な成績の子どももです。これを踏まえて、第１

章にも記したように、著者はユニバーサルデザインな授業を以下の様に定義してい

ます。 

 

『ユニバーサルデザインな授業とは、すべての子どもが「わかる」「できる」

ことを目指した授業であり、一人ひとりの学び方の違いに応じて、いろいろな

学び方が選べる授業である。（本書 第１章 p.4）』 

 

 では、いろいろな学び方が選べる授業をどのように作っていったよいのでしょう

か。 

 一つは、「学び方を学ぶ」授業をやってみることをお勧めします。どのような学

び方があるのか、学級全体の子ども達と共有します。この授業を通じて、どんな学

び方がうまく行くのかをふりかえるメタ認知の力を子ども達に育てることができま

すし、自然と教師も様々な学び方を念頭においたユニバーサルデザインな授業を考

えられるようになります。 

 また、もう一つは、子ども同士で学び合う協同学習（cooperative learning）を活用

することをお勧めします。ユニバーサルな支援のすべてを教師一人が用意する必要

はありません。子ども達の力を借りるのです。これについては、すでに第２章で具

体的に説明しましたので、そちらを参照ください。 

 「学び方を学ぶ」授業と協同学習のどちらを先にやってもよいです。しかし、で

きれば、どちらも年度当初から導入し、「学び方を学ぶ」授業で学んだことをいわ

ゆる一斉指導だけでなく、協同学習を活用した授業にも展開／応用していくのが理

想です。「学び方を学ぶ」授業も協同学習も、子ども自らが学ぶこと、考えること、

活動することを重視していますので、自然と両者を組み合わせた授業づくりができ

るでしょう。 
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マルチ知能理論（Gardner, 1999）による８つの知能 

［Gardner, (1999)と Armstrong(2000)を参考に涌井(2011)が作成］ 

Gardner (1999) によ

る分類 

左に対応する 

マルチピザ 

（図3-1）での呼称

各知能の説明 

 言語的知能 ことば 

 話し言葉や書き言葉を効果的に使いこなす力。説得

力や言葉を使って覚えた記憶力など。 

 

 論理・数学的知能 かず 

 数字を有効に使えたり、何かを明快に論証したりで

きる力。分類、類推、予測、仮説の検証ができるなど。 

 

 空間的知能 え 

 視覚的・空間的に物事を捉えたり、視覚的・空間的

な認識を自由に転換したりできる力。絵、色、線、形、

距離に敏感に反応できたり、イメージできたりする力

など。 

 

 音楽的知能 おんがく 

 多様な音楽の種類を認識したり、識別したり、作曲

したり、何かを音楽で表現（演奏）したりできる力な

ど。 

 

 身体・運動的知能 からだ 

 物事を自分の体で表現したり、ものを自分の手で作

ったり、作り替えたりする力。協調動作やバランス、

手先の器用さ、身体的な強さや柔軟さ、機敏さなどを

含む。 

 

 対人的知能 ひと 

 他人の感情やモチベーションを見分ける力。人間関

係における様々な合図を読み取れる力など。 

 

 内省的知能 じぶん 

 自分の長所や短所を正確に把握し、気性や願い、目

標、動機づけなどの自覚ができる力。また自分自身を

律したり、大切にしたりする力など。 

 

 博物的知能 しぜん 

 さまざまな種類の植物や動物を認識したり、分類し

たりできる力。自然現象への敏感さや、いろいろな無

生物の物質の違いを区別できる力など。 

表３-１
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図３−  「学び方を学ぶ」授業で扱う８＋３の力 ～マルチ(知能の)ピザとやる

きちゅトリオ～ （注：お皿はやる気、フォークは記憶、ナイフは注意を象徴化したもの

である。） ［教材作成：三浦真子・杉村徳子］ 

  

 

 マルチ知能について子どもに理解させる際には、次の二点をおさえておきましょ

う。①マルチ知能の 8 つは、例えばこの課題のときは、「ことば（言語的知能）」

を使うという一対一の関係ではなく、人間はたいてい複数の力を活用しており、ま

たその方が学習の理解と定着が進むということ、②マルチ知能のピザの「ことば（言

語的知能）」は国語、「体をつかう（身体・運動的知能）」は体育、「かず（論理・

数学的知能）」は算数などと、マルチ知能の力が教科に対応しているという理解は

間違いであり、様々なマルチ知能を活用できるし、しているということです。例え

ば、国語の群読では、「ことば」の力のほか、口を動かすという「体をつかう」力

や、友だちとタイミングを合わせるという「人」の力も使っています。子ども達に

最初にマルチ知能について説明するときは個々の力とある課題を対応させて説明し

てもよいですが、ある課題とあるマルチ知能の力が一対一対応していると誤解しな

いよう気をつけて下さい。ある課題とあるマルチ知能の力を一対一対応させるので

はなく、複数の力が使われていることを前提に、この課題では自分はどんな力を使

って勉強したか、ふりかえりさせることが重要です。 

 「学び方を学ぶ」授業では、マルチ知能の 8 つの力の他に、さらに、発達障害の
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４．  具体的な授業例と教科学習への展開 
 子ども達にマルチ知能について知ってもらうことを目的とした授業では、音読、

計算、体操、リズム打ち、歌を歌う、ペア活動、などを実際に子ども達に体験させ、

できたものや楽しかったことに○をしていき、マルチ知能の理解を深めるという方

法もあります。だれもができるような活動を選び、“自分にも能力がある”と思え

るようなものであることが大切です。なぜなら、「マルチ知能」の理論は、得意や

不得意を焦点化させるのではなく、子ども達の可能性を引き出すことをねらいとし

ているからです。 

 また、注意のコツについての授業では、何に注意すべきかを知ることが大切、大

事なものは太線、色ペン、囲み、下線を引いた箇所にある、番号を振ると見やすい

等について、例えば、紙芝居を使ったクイズ形式で学びます（図 3−2）。巻末の資料

に注意のコツについての授業記録が掲載されています。こちらも参照してください。 

 

  

 

図 「注意」の授業の紙芝居（抜粋） 

 

 

 

 

３-２
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実践１）ミニレッスン形式の「学び方を学ぶ授業」と漢字の『学び合い』 

 

田中博司・涌井恵 

 

  （１）授業の概要 

 小学 3 年生のクラスにおいて、「学び方を学ぶ授業」をミニレッスン形式にして

協同学習と組み合わせた実践を、漢字学習を題材に行いました。 

 この実践では、一時間の授業スケジュールを次のように設定し、原則毎回同じス

ケジュールで漢字学習を進めました。その授業スケジュールとは、最初の 15 分ほど

をとって「ミニレッスン」と称して「学び方を学ぶ」授業を行い、その後漢字につ

いての協同学習（本実践では『学び合い』の手法により行いました）、漢字テスト、

最後に、本時の「学び方」をふりかえり次時の「学び方」を考えるふりかえりを行

うというものでした（図 4−1）。原則毎回同じスケジュールにしたのは、子どもたち

に見通しを付けやすくさせるためです。さらに、子どもたちに見通しがつくように、

ミニ黒板に授業のスケジュールをいつも掲示しました（写真 4−1）。 

  

 

図４−１ 授業のスケジュール 

  

2626 27



 

                                   

①  

 

写真４-１ 実際に黒板に掲示したスケジュール 

  

 ミニレッスンでは、漢字の憶え方にはどんな方法があるかクラスで出し合った後、

それをマルチ知能のピザ［Armstrong(2000)を参考にして作成］からマインドマップ

状に枝を伸ばし、図示することもやりました。毎回毎回のミニレッスンで学んだこ

とを､少しずつ書き足していき、最終的に図 4-2 のようになりました。 

  

 

 

図４−２ ミニレッスンで書き足していったマルチピザのマインドマップ版 

〜「学び方を学ぶ」で学んだことのまとめ〜 
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 図４-３　子どもたちの学びノートや「ふりかえりシート」の記述 

2828 29

第 4章　実践例の紹介



 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

�

� ₎ᏐᏛ⩦ࡣ㸯ᖺ㛫⥅⥆ࡢࡑࠋࡓࡋࡲ࠸⾜࡚ࡋ₎ᏐᏛ⩦ࠗ⬟▱ࢳ࣐ࣝᏛ࠘࠸ྜࡧ

Ꮫ࡚ࡋ⥆⥅ࢆ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࡸ⬟▱ࢳ࣐ࣝࠊ࡛ࡆ࠾ࡓࡋࢆ⩦Ꮫࡽࡀ࡞ࡏࡽࢃࢆ

⪅⌮ゎࠊᕫ⌮ゎ⮬ࠊࡣࡇࡿ▱࡚࠸ࡘ⬟▱ࢳ࣐ࣝࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⩦

ேࠊࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠊ࡚ࡗࡼ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊࡓࡲࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ࡿࡀ࡞ࡘ

ࡿࡍ㊶ᐇ࡚ࡋ⥆⥅ࢆࡘࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡴ⫱ࢆ࡞༠ྠព㆑ࠊࡾࡸ࠸ᛮࡢ

ࡲ࠸ᛮࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺ᇵࢆጼໃࡸຊ࡞࠺ࡼࡢࡇࡶᏐ௨እ₍ࠊ࡛ࡢࡓࡁ࡛ࡀࡇ

 ࠋࡍ
₎ᏐᏛ⩦ࠊࡣᏊࡀࡇࡿࢀࢃ᎘ࡽࡕࡓࡶከࡓࡗࢆࢺ࣮ࢣࣥࠊࡀࡍ࡛࠸

ⱞࢆᏐ₍ࠊᖺᗘᙜึࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲ࠸࡚࠼ࡽዲពⓗࡀࡃከࡢࡕࡓࡶᏊࠊࢁࡇ

ᡭࡓ࠸࡚ࡋᏊࡾ࡞ࢀࡑࠊࡶࡶⅬᩘࠊࡣࡽࢀࡇࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࢆᚓព

 ࠋࡍࡲࢀࢃᛮࡔせᅉ࡞ࡁࡀࡇࡓࡁ࡛ࡀ᪉ࡧᏛࡿࡍ㛵⬟▱࡞ࡁዲࠊ⬟▱࡞
� Ẽࡿ࡞Ꮚ࡚ࡋࡶᣲࡓ࠸࡚ࢀࡽࡆ B ࡓ࠸࡚ࡁ࡚ࡋࢆ⩦⦏ᐙᗞ࡛₎Ꮠࠊࡣࢇࡃ

ᢸࠋࡓࡋࡲࢀࡽࡳࡃከࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋࡈ㐣࡚ࡋᏳᚰࠊࡣ㛫ࡢ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊ࡛ࡢ

ࠊࡀࡓࡗ࠶ࡀࡇࡓࡅࢆኌࠖࡽࡓࡳ࡚ࡋࡾࡓࡆ࠶ぢ࡚ࠊࡾࡓ࠼ᩍேࡢࠕࡀ௵

ࡾࡼࡾ࿘ࡣࡶࡘ࠸ࠊࡶ࡛ࢀࡑࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲ࠸ࡁ࡛ࡾࡲ࠶ࡔࡲࡣࡾࢃࡓࡋ࠺ࡑ

㐜ࡢࡇࡿࢀከ࠸ B ࡓࡁ࡛ࡶ࡛ࡋᑡࡀᶵࡿࢀࢃሙ࡛㐩❧ࡢᑐࠊࡀࢇࡃ

 ࠋࡍࡲ࠸ᛮࡓࡗࡔࡇ࡞ࡁ࡚࠸࠾ࡾࡃ㛵ಀ࡙ࡢࡕࡓࡶᏊࠊࡣࡇ
� ࡢࡾࡦ࠺ࡶ E ࢆࡇࡿࡍࡾࡓ࠸ືࡽ⮬ࠊࡾࡓࡗࢃ㐩ᇶᮏⓗࠊࡣࢇࡃ

ዲࡴഴྥࠗࠊ࡛ࡢࡓࡗ࠶ࡀᏛࢆࣝࢱࢫ࠘࠸ྜࡧጞࠊࡵ⮬ศ࡛⮬⏤ࡿࡅືᏛ⩦ᙧ

ែࡢࡑࠋࡍ࡛࠺ࡼࡓ࠸࡚࠸ྥࡣ᪥ࡢẼᣢࡳ⤌ࡾྲྀ࡚ࡗࡼࡕ᪉࣒ࣛࡶ࡚ࡋ࠺ࡣ

 ࠋࡓࡋࡲࢀࡽぢࡀጼࡿࡍ࠺ࡰᏛࡽࡀ࡞ࡅࢆኌ㐩ᴟⓗ✚ࠊࡀࡓࡗ࠶ࡀ
� �ࡢᚑ᮶ࠊ࡛ࡇࡓࡗ⾜ࢆᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࡔࢇᏛ࡚࠸ࡘ᠈グࡸ⬟▱ࢳ࣐ࣝ

᭩ࡾࡸࡓࡗ࠸ࡳࡢࡿ࠼᠈࡚࠸᪉࡛ࠊࡃ࡞ࡣከᵝ࡞Ꮫࡧ᪉ࢆ㑅ࡢࠊᏊࡶࡶᏛ

ࡲᚓព࡚ࡗࡼேࠊࡣࡕࡓࡶᏊࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆᤵᴗ࠸ࡍࡸࡧ

࡛ࡇ࡞ู≉ࡣࡇ࠸࡞ࡁ࡛ࠊࡾ▱ࢆࡇࡿ࠶ࡀ࠸㐪⬟▱ࢳ࣐ࣝࡿࡍⱞᡭࡣࡓ

ࡇࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀኚࡢព㆑࠺࠸ࡿࡵṆࡅཷ๓ࡾࡓᙜࢆ࠸㐪ࡓࡲࠊࡇ࠸࡞ࡣ

⮬ࡃࡈࠊࡶࡇ࠺࠸ࡿࡍᩍᐊ㸧࡛ຮᙉࡁ✵ࡢᐊ㸦㞄ูࡵࡓࡢὀព㞟୰ࠊ࡛ࡇࡢ

࡚࠸࡚ࡋᐊ࡛ຮᙉูࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࢀࡽࡵṆࡅཷࡶࡕࡓࡶᏊࡢࠊࡶᮏே↛

ࡿ࠸࡚ࡗᣢࡶࡕࡓࡶᏊࡢࡣឤぬ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡋຮᙉ͇࡞ࢇࡳ͆ࡢࢫࣛࢡࠊࡶ

ࢆࡇࡿࡍࢆㄢ㢟㐩ᡂ࡛͇࡞ࢇࡳ࡛͆࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊࡣ࡚࠸ࡘࢀࡇࠋࡓࡋ࡛࠺ࡼ

ព㆑࠸ࡼࡶࡇ࠺࠸ࡓࡁ࡚ࡏࡉᙳ㡪ࢆࡿ࠸࡚࠼ᛮࠋࡓࡋࡲࢀࢃ�

� Ꮫ⣭ᢸ௵࡞ู≉ࠊ࡚ࡋᨭࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ࡃࡍࡸࡾࡸ↛⮬ࡶ࡚ࡀ㏻ᖖᏛ⣭࡛

ᮏࡓࡲࠊࡾࡓࢀࢃ࠸ࡔࡁ࠸ࡦࠊࡾࡓࢀࢃࡽࡽࡾ࿘ࠊሙྜ࠺⾜ࢆᨭ࡞ู≉

ேࡸࢻࣛࣉࡢᢠឤࠊ࡚ࡗ࠶ࡀᐇࡀ㞴࠸ࡋሙྜࠊࡀࡍࡲࡾ࠶ࡀᮏᐇ㊶࠺ࡇࠊࡣ

 ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ࡿ࡞ࢺࣥࣄࡿࢀࡃ࡚ࡋゎỴࢆၥ㢟ࡓࡗ࠸
 
 

3030 31



 

                                   

実践２）運動会マスゲーム「きめて君がいく」での協同学習を目指して 

 

杉村徳子・三浦真子・涌井恵 

  

 （１）授業のめあて 

 マスゲームの踊りが得意な人と不安な人でグループになって教え合うことを通し

て意欲的に練習に取り組み、お互いがより上手に踊ることができる。 

 （２）授業の流れ・概要 

 実践を行ったのは中規模校の小学 2年生のクラスで、クラスの人数は 23名でした。

明るく前向きで落ち着いた雰囲気の学級でした。しかし、自分に自信がないためか、

おとなしい児童が多く、担任は気に掛かっていました。クラスには、LD の可能性が

ある(LDI-R の結果による)などの特別な支援が必要な子どもが数名いました。 

 本実践は、小学校 2 年生の運動会のダンスの振り付けについて学年全体で一通り

練習した後に行われました。昼休みの時間にクラスで行いました。 

 まず、ダンスに必要な能力について、マルチ知能のピザ(図 4-4)に当てはめて確認

しました。この時には「やるきちゅ（やる気、記憶、注意）」の学習は未だしてい

なかったので、マルチ知能のピザにある８つ力のみから選びました。子どもたちか

らは、「体」、「音楽」といった意見が出ました。このようにして、「学び方を学

ぶ」授業で習ったこととダンスの練習が結びつくよう意識づけを行いました。 

 

  

図４-４ 使用したマルチ知能のピザ〔教材作成者 杉村徳子・三浦真子〕 

 

 その後、踊りが得意な人と不安な人が混じるようにして、4 人のチームに分かれま

した。チーム毎に練習をしていきます。全員で踊って練習するチームや、得意な人

と不安な人とペアになって練習するチームなど様々でした。 

 膝を曲げるタイミングにうまく手拍子を合わせることができなかったＡさんは、

3030 31

第 4章　実践例の紹介



 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

ࡀಙ⮬ࡶࡘ࠸ࠊࡣࢇࡉ㸿ࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࡗࡽࡶ࡚࠼ᑐ୍࡛ᩍ୍Ꮚࡢ⏨ࡢ࣒࣮ࢳࡌྠ

ࡶᏊࡿ࠸࡚ࡗࡀᣲࡀ๓ྡ࡚ࡋ❺ඣࡿ࡞Ẽࠊࡃ㐜࣏ࣥࢸࣥ࣡ࡀసື࡛ࡌឤ࠸࡞

 ࠋࡓࡋ࡛
� ᪉ࡢᏊࡢ⏨ࡢᡭ┦ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࢇࡉ㸿ࠊࡣ௵ᢸࠊ࠶ࡓぢࢆᵝᏊࡢேࡃࡽࡤࡋ

ᣦᑟ࠺ࡼࡢࠋࡓࡋࡲࡁ⾜ᩍࡢࡑࠋࡍ࡛ࡢࡓࡋࢫࣂࢻࢆࡢ࠸ࡼࡽࡓ࠼ᚋࠊ

㸿ୖࡿࡳࡿࡳࡣࢇࡉ㐩ࠊࡋே࠸࠸ࡶ࡚ࡗࡶ➗㢦࡛㋀ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࠺ࡼࡿ 
 

�ۻࢺ࣏ࣥ�ۻ �

༠ྠᏛ⩦࡛ࠊࡣᅔࡿ࠸࡚ࡗᏊࡶ┤᥋ᣦᑟࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ�

�ࠋࡿ࠼ᩍࢆࡢ࠸ࡼࡤ࠼ྜࡅຓ࠺ࡼࡢ࡛࣒࣮ࢳࡸ࣌

�  
� ࡇࡿࡏࢃྜࢆసື࣒ࢬ࡛ࣜ⏝ჾࡃ࡞ࡕࡇࡂࡀ᪉࠸ࡢయࡽᬑẁࠊ᪉୍࡚ࡉ

 ࠋ࣭࣭࣭ࡣ࡛࣒࣮ࢳࡢ㹀ྩ࡞ⱞᡭࡀ
� ࡢึ᭱ࠊࡣ㹀ྩࡓ࠸࡛ࢇ㎸࠸ᛮࡾࡗࡤࡿ࡞ே࡞ᚓពࡀࡾ㋀ࡣศ⮬ࡾࡁࡗ࡚

ࡅࢆኌࡃࡋඃࡀ࣮ࣂ࣓ࣥࡢࠋࡓࡋࡲ࠸ࡲࡋ࡚ࡆ᭤ࢆࡑ࡛ࢁࡇࡢࡅศ࣒࣮ࢳ

ࡲ࠸ྜࡃࡲ࠺ࡀ࣏ࣥࢸࡢసືᡭᢿᏊࠊࡀࡍ࡛ࡢࡿࡳࡣ࡚ࡗ㋀ࡪࡋࡪࡋࠊ࡚ࢀࡃ࡚

ࠊࡀࡍ࡛ࡢࡓࡁ࡛ࡣࡇࡃẼ࡙ࡇࡓࡗ࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡀศ⮬ࡣ㹀ྩࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏ

ࡋ࡛ࢇࡏࡲࡁ࡛ࡣࡇࡍ┤ࡕᣢࢆࡕẼᣢ࡞࡞ࡃࡋ㞴ࡣࡇࡿࢀᐜࡅཷࢆࢀࡑ

ࡕࡓࡶᏊࡢࠊࡃపࡀຊ⬟ࡢ༠ㄪ㐠ືࡸ㌟య⬟ຊࡢ㹀ྩࡶࡾࡲ࠶ࠊ࡚࠼ຍࠋࡓ

ኚ㞴ࡣࡢ࠺࠸࠺ྜ࠼ᩍࠊ࡚ࡗࡲࡋ࡚ࡋᅔᝨࡢ࠸࠸ࡽࡓ࠼ࡋ࠾ࢆࢫࣥࢲ࠺ࡶ

 ࠋࡓࡋἣ࡛≦࠸ࡋ
� Bࠊࢁࡇࡓࡗ㋀ࢆࢫࣥࢲဨ࡛ࢫࣛࢡ࡚ࡋࡵࡲࠊᚋ᭱ࡢ⩦⦏ ྩ௨እࡳࡣ

ࡲࢀ㋀ᡭୖࡶ࡚ࠊࡃࡼࡀࢀษ࡚ࡧఙࣥࣆࡀᡭ㊊ࠊ࠸ྜࡾࡗࡋࡀ࣏ࣥࢸ࡞ࢇ

 ࠋࡓࡋ
 
� 㸦㸰㸧ᐇ㊶ᚋࡢ⪃ᐹ�

� ᩍᖌᩧ୍ࡢᣦᑟࠊࡔᩍᖌࡢゝ࠺㏻ࡶ࡚ࡃ࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡾẼ࠸࡞Ꮚ࠸ࡶࡶ 
ࡲࡁ࡛⩦⦏࡚ࡗ࠶ࡅࢆẼ࠸࠾࡛ࡲࡁື࠸⣽ࠊࡣ࡛ࡳ⤌ࡾྲྀࡢᅇࠊࡀࡍࡲ

ࡿࡍ⩦⦏ࡃࡋᴦࡽࡀ࡞࠸ኌ࡛ḷ࡞ࡁࠊࡾࡲ㧗ࡶពḧ࡛ࡇࡪᏛඹࠊࡓࡲࠋࡓࡋ

 ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇ
� A ࡑࡋᴦᏊࡢ⏨࡞ᚓពࡀࡾ㸪㋀࠸ྜࡀ᪉ἲ࠺࠶ࡧᏛ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡢࡇࠊࡣࢇࡉ

Bࠊ᪉୍ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࠺ࡼࡿࢀ㢦࡛㋀➗ࠊࡋ㐩ୖࡿࡳࡿࡳࠊࡋ⩦⦏࠺ ࡗྩ

Bࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲ࠼࠸ࡣ࡚❧ᡭ࡞᭷ຠࡣ࡚ ࠾࡚ࡗᣢࢆぬ⮬࠸࡞ࡁ࡛ࡀศ⮬ࠊࡣྩ

ཷࢆ࠼ᩍࡢ㐩ࡶᏊࡢࡾ࿘┤⣲࡛ࡉࡋࠊࡵࡓࡓࢀࡽࡅศ᪉࠸࡞ࡣᚓព࡛ࡎࡽ

Bࠊࡓࡲࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ࡓࡗ࡞ࡕẼᣢ࠸࡞ࡃࡓࢀධࡅ ༠ㄪ㐠ືࡸ㌟య⬟ຊࡢྩ

ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ࡓࡗࡋ㞴ࡣࡢ࠺ྜ࠼ᩍࡶ࡛ࡶᏊ࡞ᚓពࡀࡾ㋀ࠊࡃపࡀຊ⬟ࡢ

Ẽࡿ࡞ඣ❺ࡢᚓពࡢᗘྜࡿࡸ࠸Ẽࢆぢᴟࡀࡇࡿࡵᚲせ࡛ࠋࡍ 
� ཷࡢࡶࡿࢀࡽ࠼ᩍࡽ⪅ࡤࢀ࠶ࡀ㦂⤒ࡓ࠼ᩍࡀศ⮬ࠊ࡚ࡋ⟇ゎỴࡢࡇࠊࡓࡲ

3232 33



 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

ࡿ࡞ẼࠊࡣᏛ⩦ෆᐜࡢึ᭱ࡢ⩦༠ྠᏛࠊࡽ࠼⪄࠺࠸࠺ࢁࡔࡿ࡞ࡃࡍࡸࢀධࡅ

ඣ❺ࡀᚓពࢆࡢࡶ࡞㑅࠺࠸ࡪᕤኵࢆࡇࡿࢀࡉ┤ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ࡶᴟ➃

ࠊࡾ࠶ྍḞ࡛ࡀࡇࡿࡍ㓄៖ᛶ≉ࡢࠎಶࡢࡶᏊࡿ࠶ࡢ➼Ⓨ㐩㞀ᐖࠊ࡞࠺᎘

 ࠋࡍࡲ࠼⪄ࡿ࠶ษ࡛ࡀࡇࡿࡍタᐃࢆ࡚࠶ࡵࡓࡗぢྜࢀࡑ
� ୖグࡢⅬ௨እࠊ༠ྠᏛ⩦ࡃࡲ࠺ࢆᡂ❧≉ࠊࡣࡵࡓࡿࡏࡉⓎ㐩㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊ

ࣝ࣋ࣞࡢࢆ‽㐩ᡂᇶࡿࡍᶆ┠ࠊࡣ㞟ᅋ࡛࠸ᗈࡀᖜࡢಶேᕪࡿࢀࡲྵࡀ࡞ࡶ

ဨࠊࡿࡳ࡚ࡗ࠼ࡾࡩࡽ࡚ࡗࢃ⤊ࡀ㊶ᐇࠋࡍࡲࡾ࡞ኚ㔜せࡀࡢࡿࡍ

ࡀ 100 Ⅼ‶Ⅼࡢ㋀ࢆࡾ┠ᣦࡿ࠶ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡍᏊࡣࡶᡭᢿᏊࠊࡿࡍ࠺ࡼ࠺ࢁࡑࡀ

ࢆᶆ┠ಶேẖࠊ࡞ࡍࡤఙࡄࡍࡗ┿ࢆ⭎ࡢࢬ࣮࣏ࡢۑۑࡣࡶᏊࡢูࡓࡲ

Ỵࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࡚ࡵಶே┠ᶆࡢࣉ࣮ࣝࢢࢆဨࡀ㐩ᡂ࡛࠺ࡼࡿࡁຓ࠺࠸࠺ྜࡅタ

ᐃࡢᕤኵࠋࡓࡋࡲࢀࡽ࠼⪄ࡶ 
� ࢜ࢪࣛࡓࡗࡔⱞᡭࡗࡎ࡛ࡲࠊ࠶ࡢ㊶ᐇࡢࡇࠊࡀࡍᚋ᪥ㄯ࡛ࡢ㹀ྩ࡛ࢁࡇ

య᧯ࢆ⮬ศ࠸ࡓࡋ⩦⦏ࡽᢸ௵ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗࡸࢁࡇࡢ㹀ྩࡓࡋ࠺ࡇࡀẼᣢ

ࠊࡎࡏࡾࡓࡵ㈐ࢆ㹀ྩࡀࡕࡓࡶᏊࡢࡁࡢ⩦⦏ࣉ࣮ࣝࢢࠊࡣࡢࡓࢀ࡞ࡕ

ࡁࡶࡇࡓࢀࡃ࡚ࡗࢃ㛵࠺ࡼ࠼ᩍ࡚ࡋᅄⱞඵⱞ࠸࡞ࡁ࡛ࡃࡲ࠺ࢇ࡞

࠺ࡼࡋ⩦⦏࡚࠼㉺ࡾࢆࢀࡑࠊࢀࡅࡓ࠸ࡘയࡇ࠸࡞ࡁ࡛ࠋࡍࡲࢀࢃᛮࡓࡗ

࡞ࢇࡑࠊᡂ㛗ࡢ㹀ྩࡓࢀ࡞ࡁ๓ྥ B Ꮚࡢࢫࣛࢡࡓࢀࡃ࡚࡚⫱ࢆẼࡿࡸࡢྩ

 ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶࡛ࢻ࣮ࢯࣆ࢚ࡓࢀࡽࡌឤࢆࡕ⫱ࡢ㞟ᅋࡢ㐩ࡶ
 

3232 33

第 4章　実践例の紹介



 

                                   

実践３）いろいろ学び方が選べる漢字学習：「かん字につよくなろう」 

杉村徳子・三浦真子・涌井恵 

 

（１）授業のめあて 

 マルチピザを基に漢字の学び方の考えを出し合い、その中から学び方を選んで漢

字を覚えることができる。 

 

（２）授業の概要 

 最初の授業は、3 学期に行われた。まず、学習前後の児童の変容をみるため漢字

50 問テストを行いました。その後、「かん字を いまより やっつけよう」という

めあてを学級全体で確認しました。「どうしたら得意になる？」と問いかけ、漢字

を覚えるコツを考えさせたところ、次のような意見がでました。 

・ 本で調べる。 

・ 得意な人にコツを教えてもらう。 

・ ノートに練習する。 

・ 間違った漢字を練習する。 

・ 漢字表で確かめる。 

 

 その次の授業では、めあてを「漢字の覚え方を出し合い、自分のやりたい方法を

選び、その方法で漢字を覚える。」としました。自分の漢字テストの結果もふりか

えらせながら、どんな覚え方（練習方法）があるか子ども達から出させました。そ

の際、マルチピザも紹介し、それぞれの力を使った方法を考えさせました。

  

写真４-２　漢字リレーの様子：順番に一画ずつ書いていく。 
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 写真４-３　漢字歌のノート 

 

 

（３）考察 

 漢字テストの結果からは、通常の漢字学習よりも、いろいろな学び方で漢字練習

をした方が良い結果が出るとは即断できませんでした。しかし、本実践はたった２

時間の実践です。一人ひとりの子どもがはっきりとした役割やめあてを持ち、この

練習の仕方に慣れれば、良い学習の方法になるという手ごたえを感じました。それ

は、意欲的になりにくい漢字練習だが、どの学び方を選んだ子どもも大変意欲的に

漢字練習をすることができたからです。特に、漢字リレーでは、曖昧なままに書い

ていた漢字をお互いにチェックすることもできたり、子ども同士は対等な立場なの

で「間違えたら恥ずかしい。」と必死なため、集中して取り組むことができたりと

良いところがたくさんありました。 

 ただ、学習のめあてをはっきりさせることと、教えても責めない指導は、協同学

習を行う際にはいっそう重要であると感じました。 
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２．「学び方を学ぶ」授業実践の報告  
 

杉村徳子・三浦真子・涌井恵 

 

 以下の紹介する授業実践は、小学１・２年生を対象に行った事例です。これらの

実践を参考に、適宜読者の対象の子ども達や学級の状況にあわせて、順序を変えた

り、内容をアレンジして欲しいと思います。どの実践も、試行錯誤をしながらも、

一定の手応えと効果が見られた事例です。考察についてもよく読み、さらなる実践

の深化に役立てていただければ幸いです。 

 

 

 実践１）記憶の仕方の学習   

（１）めあて  

 物の名前を思い出す方法を考えたり発表したりする活動を通して、一人ひとりい

ろいろな方法で記憶していることや、いろいろな記憶の方法があることを知る。 

（２）活動の様子 

 紙袋に教室にある文房具等計７つ（①黒板前の針金にかかっている洗濯バサミ 

１つ、②窓際のレターケースの上の缶に入っている割り箸 1 本、③黒板に貼ってあ

る数ブロック 1 個、④教卓の上のペン立てにあるはさみ 1 本、⑤教卓の上にある

アラビックのり 1 個、⑥教卓の上にあるマジック（黄色）1 本、⑦後ろのロッカー

にある紙箱 1 個）を無言で入れていきます。その後、何が入っていたか思い出させ 

ます。記憶した方法を考えさせたところ、「うごき」、「まきもどし」、「かたち」、

「いろ」、「もじ」、「なかよし」で覚えたという答えが子ども達からでてきまし

た。 

（３）考 察 

 無意識に思っていたことを意識させることで、記憶の仕方に目を向けさせること

ができました。道徳の心のノートには「自分の好きな遊び」など、自分を知ること

を促す活動があるが、今回の活動は新しい自分を知る活動であると感じました。し

かし、記憶の仕組みや記憶の仕方など十分に教えることができなかったので、記憶

の仕方について教えるテキストがあれば良いと感じました。「記憶の学習→マルチ

ピザの学習→マルチピザの視点から記憶の学習をふり返る」という単元計画にすれ

ば、よりマルチピザの力を意識させることができると思います。 
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実践２）やる気を下支えする学習：「ぼく・わたしのダイヤモンド」 

 （１）めあて    

自分の良い所や友達の良い所を知ることを通して自己肯定感を高め、前向きに

学習するやる気の基礎を作る。 

 （２）活動の様子  

 教師は「自分の中にどんなダイヤモンドが隠れているかな、目立たないけど、こ

んなことが好き、こんなことが上手、こんなことが得意、ということを見つけてい

きます。」と子ども達に話し、自分や友だちの良いところを見つけるように指示し

ました。星形の紙に自分で気づいたよいところ、あるいは友だちからいってもらっ

たよいところを書き込んでいきました。最後に友だちとお互いにダイヤモンドを見

合いました。教師は「その日にあったお友達のダイヤモンドを教えてください。お

星さまの紙を準備するからこれから帰りの会でお友達のダイヤモンド探しをしまし

ょう。自分のでもいいよ。今日は、自分のダイヤモンドをみつけました。」と言い、

授業を終ました。 

   

写真４-４　 「じぶんの中にひかるダイヤモンド」の写真 

 

 （３）考察 

 子どもたちは、照れくさそうだったが、自分のダイヤモンドを教えてもらうと、

とてもうれしそうでした。子ども達がどういう良いところを見つければいいのかわ

からず、「やさしい」など型にはまったものばかり出てきたのが残念でした。得意、

上手にあたる「ほうきで掃くことが得意」などの例も出せば良かったです。 
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 マルチピザを基にして考えることによって、教師から子どもの能力の特質が理解

しやすくなり、また子どもも自分のことを理解しやすくなりました。 

 マルチピザの考え方を学んだことで、子どもと考えを共有するツールとして使う

ことができます。ペアで上手に話し合えたら「人が得意だね。」と誉めたり、「ま

っすぐに並ぶには、絵の力を使うよ。」と確認したりできました。 

 

 

 

実践４）やるきちゅトリオの紹介と注意の学習 

 （１）めあて 

  ①やるきちゅの 3 つの力を知る。 

  ②注意の力についてワークを通じて体感し、注意の力を知る。 

  ③注意を向けやすくする方略を考える。 

  ④実生活や学習場面での応用について考える。 

 

 写真４-５　やるきちゅとマルチピザ 

（お皿がやる気、ナイフが注意、フォークが記憶を表している。） 

 

  

 （２）活動の内容 

  やるきちゅトリオについて説明した後、図 4−7 のような教材を使って、注意のワー

クを行いました。このワークでは、注意の力を体感したり、注意を向けやすくす
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る方略を学習しました。  

  

 

 

図  注意のワークで使用した教材（一部のみ） 

 

 （３）考察 

 マルチピザの力はその時々で使う力が違うが、「やるきちゅ」はいつも使う力だ

ということに子ども達は、非常に納得していました。やる気をお皿、ナイフを注意、

フォークを記憶としたことは、子ども達にとって分かりやすかったようです。 

 記憶は、フォークの動きと結び付けたいので「取り入れる」としました。記憶す

る前に体の中に「取り入れる」ことを子ども達に伝えたかったからです。 

 注意の向け方や注意を引く方法は、授業の中で話を聞くときやノートにまとめる

とき、新聞作りのときなど、様々な場面で生かすことができると思いました。 

 

 

 

４-７
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第5章 Ｑ＆Ａ 

 Q１：協同学習では話し合い活動が多く、学習障害（LD）や注意欠陥多動性障害
（ADHD）、高機能自閉症などのような発達障害のある子ども達にとっては、難しいと思わ
れます。どのような指導の工夫をしたらよいでしょうか？ 

A１：一番大切なことは、協同学習の課題設定を読み書き中心の課題でなく、８つの

マルチ知能のピザの観点を取り入れた課題にすることです。 

 例えば、班新聞をつくるという課題ですと、マルチ知能のピザ（第 3 章の図 3-1

参照）の『絵』の力をつかって挿絵を描く係や、あるいは『体』の力をつかって挿

絵のモデルのポーズをとる、あるいは『ことば』や『人』の力を使うけれども、誰

かとペアを組み、助け合いながらインタビューする、あるいは、例えばもし、発達

障害のある A 君が虫博士と呼ばれるくらい昆虫の知識が豊富だったら、その彼の『し

ぜん』の力をかりて、記事のネタにする、というふうに、課題をいろいろと柔軟に

考えることができます。まず、言葉でのやりとりにこだわらない、文字にこだわら

ない、そういう授業をする中で、発達障害のある子ども達が分担できる役割や、グ

ループに貢献できる役割のアイデアがたくさん出てくるでしょう。 

 また、「学び方を学ぶ」授業では「やるきちゅトリオ（やる気・記憶・注意）」

第 3 章の図 3-1 参照）のコツやその弱さを補う方法を教えます。やる気、つまり課

題への動機づけや、記憶や注意というのは発達障害のある子ども達が特に苦手とし

ている事柄です。学んだコツや弱さを補う方法を、実際に協同学習場面で活用でき

るよう配慮してください（注：協同学習のポイントは子ども達の学び合いを促進す

ることです。ですから、直接教師が声かけするよりも、子ども達同士でコツの活用

を声かけできるような働きかけを考えて下さいね）。 

 このように、いろいろな課題設定や課題を解くための手段や方法を使うことにな

るので、それがつまりは一人ひとりの学び方に合わせたユニバーサルな授業になっ

ていると捉えることができます。 

 

Q２：協同学習の５つの基本要素（第2章の図2-1参照）の一つに、「ソーシャルスキル／
協同・協働スキルを教える」というのがありますが、具体的にはどんなことを教えればよ
いですか？ 

A２：友だちの話を聞く（傾聴）スキルは、協同学習場面で頻繁に使うソーシャルス

キルです。また子ども同士の学び合いを深めるためには、友だちの「わからない」

サインや言動に気づくことが重要です。わからないときは「わからない」と友だち

に言うことができればいいのですが、子どもにとっても、大人にとっても「わから

4040 41

第 5章　Q ＆ A



 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

ࡀ࡞ࢇࡳࡢࢫࣛࢡࠋࡍ࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡏฟ࠸ゝ࡞࡞࡚ࡃࡋࡎࡣࡢ࠺࠸ࠖ࠸࡞

ࠖ࠸࡞ࡽࢃࠕ࠸ࠖ࠸࡞ࡽࢃࠕࡗࡶࠊࡤࢀ࠸࡚ࡗ▱ࢆࣥࢧࡢఏࡸ࠼

ࠊࡿ࠸࡚ࡆഴࢆ㤳ࠊࡤ࠼ࠊࡣࡢ࠺࠸ࣥࢧࡢࠖ࠸࡞ࡽࢃࠕࠋࡍࡲࡾ࡞ࡃࡍ

ࢇ㹼࠺ࠕ ࣭࣭ࡓࡗࢃࠊࡓࡗࢃࠊࡓࡗࢃࠕࠊࡿࡍࢆ㢦࠸ࠖ ࣭࣭ ࠊ࡛࠶ ࣭࣭ࡶ ࣭ࠖ

㠀ほᐹࡿ࠸࡚ࡋฟࢆࣥࢧ࡞ࢇࡣ㐩ࡶᏊࠊᐇ㝿ࠋࡓࡋពእ࡛ࠋࡍ࡛࡞

 ࠋ࠸ࡉୗ࡚ࡳ࡚ࡋ
� Tࠊࡣ᪉ἲࡿ࠼ᩍࢆࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯ㐩ࡶᏊࠊ࡚ࡉ ࢳ

㸦ᅗࢺ࣮ࣕ 5Ѹ1㸧࠺࠸౽࡞᪉ἲࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ㹒୍ࡢࢺ࣮ࣕࢳ␒ୖ㒊ఱᩍࡓ࠼

࠼ࡇ⪺ࡢࡶࡿ࠼ぢࡁࡿ࠸࡚ࡗࢆࣝ࢟ࢫࡢࡑࠊ࡚ࡋࡑࠋࡍࡲࡁ᭩ࢆࣝ࢟ࢫ࠸

Tࠋࡍࡲࡁ࠸࡚ࡗྜࡋヰࠊ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ ࡶᏊࢆࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠊࡣࢺ࣮ࣕࢳ

㐩⮬㌟ࡀ⌮ゎฟ᮶ࡿゝⴥ࡛ᐃ⩏࡙ࡶ࡚ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅⰋ࠸᪉ἲ࡛ࡇࠊ࠾࡞ࠋࡍ

ࡢ T ࡗ⾜࡚ࡋࣥࣙࢩࢵࢭࡢࡾ࠼ࡾࡩࡢ⩦༠ྠᏛࠊࡣ࠸ྜࡋヰࡓࡗࢆࢺ࣮ࣕࢳ

 ࠋࡍ࡛࠸ࡼࡶ࡚
  

㻌

㻌

ᅗ䠑䌦䠍㻌 㼀 䝏䝱䞊䝖䛾䠄䛰䛱䛾ヰ䜢⪺䛟䝇䜻䝹䜢ᐃ⩏䛧䛯ሙྜ䠅㻌

㻌

㻌

㻌

4242 43



 

                                   

Q3：特別支援学校（知的障害）でも、協同学習による指導はできますか？ 

A３：できます。静岡大学教育学部附属特別支援学校の中学部において、先駆的な取

り組み（海野，2011; 静岡大学教育学部附属特別支援学校，2011 他）がなされてい

るので参考にして下さい。視覚的な支援ツールを用意し、課題や場面の構造化をし

っかり行いつつ、協同学習の５つの要素を取り入れた実践を行っています。第 38 回

研究協議会（2011/11/18）での実践発表では、幼稚園児に披露する大道芸をペアで練

習するという授業が行われていました。ペアの練習の成果を発表する場面では、発

表するセリフの視覚的手がかりが用意されていたり、がんばるポイントの選択肢が

提示されていたりと随所に工夫がなされていました。大成功したペアの発表のあと、

「○○くん、本当にかっこよかったよ～」ととても感激した様子で別のペアの生徒が

話しかけていました。クラス全体の育ちを感じられるとても素晴らしい実践でした。

 また、特別支援学校での協同学習のポイントについて藤原（2011）がまとめてい

ます。参考文献を巻末にいくつか示しましたので、是非ご一読ください。 

 
 
Q４：「学び方を学ぶ」授業は、漢字学習とセットで行わなければならないのでしょうか？
また、漢字や九九などの暗記学習だけでなく、思考を深める学習においても使えるのでしょ
うか？ 

A４：繰り返し学ぶ機会が設定できるという利点から、今回は漢字学習を選びました

が、違う学習課題を題材にしてもかまいません。また、暗記学習だけでなく、様々

な学習活動に「学び方を学ぶ」授業で学んだマルチ知能の８つの力とやるきちゅト

リオの３つの力を活用してください。例えば、「やる気」レッスン内容の一つに、

なぜこの勉強をしなくちゃいけないのか、この勉強は実生活のどんなことに役立て

られるのかを考えると、やる気が変わってくる、また好きなことと学習内容を関連

づけるとやる気アップにつながるというのがあります。これは、算数の文章題のよ

うな思考を問う課題においても、活用できます。この勉強をするとどんな良いこと

があるか、あるいは自分の好きなことと関連させて問題を解けないか、子ども達に

考えさせるのです。算数の文章問題をリンゴとバナナの話から、子どもの人気キャ

ラクターのピカチュウとニャースの話にするだけで、子ども達の反応が違ってくる

という経験、あるのではないでしょうか。それと同じです。また、マルチ知能の力

をつかって、文章題を絵や数直線に表現したり（『絵』の力）、式の意味を言葉で

説明したり（『ことば』や『数字』の力）、タイルを手で操作したり（『体』の力）

するなどして、思考を深めていくことができます。 
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Q５：「学び方を学ぶ」授業では、教師が子ども一人ひとりの学び方に配慮できるようにな
ればいいのでしょうか。特別支援教育コーディネーターとして、学級担任に「学び方を学
ぶ」授業を勧めるときのポイントを教えて下さい。 

A５：そうですね。「学び方を学ぶ」授業を行うと、教師自身も一人ひとりの学び方

に配慮したユニバーサルデザインの授業づくりを自然と意識できるようになりま

す。 

 しかし、「学び方を学ぶ」授業の究極の目標は、子ども達が自分で学び方を工夫

したり、自分に必要な支援を教師や友だちにリクエストしたりできることです。教

師の授業づくりにとどまらず、子ども自身が自らの学び方をふりかえることができ

るところまでが「学び方を学ぶ」授業である、というポイントをおさえるようアド

バイスして下さい。 

 

 

Q６：新学習指導要領では学習内容が以前よりも増えました。協同学習を取り入れたり
「学び方を学ぶ」授業を行っても、一年で学習内容の全てをこなせるでしょうか。 

A6：協同学習のやり方にはいろいろなバリエーションがありますが、特に『学び合

い』（西川，2008）では、全員ができていなくても設定した時間がきたら授業を終

わります。ただし、「時間内にみんなができるために、一人ひとりがもっとできる

ことはないかな」と言って子どもたちに時間内に終わるよう求めます（橋本，2010）。

『学び合い』がうまく回り出すと、子どもたちは自分が課題をできるかではなくて、

クラスのみんなができるか、分からないで困っている子はいないかを考えるように

なります。少しでも友達に教える時間を確保するために自発的に予習してくる子が

出てきたというエピソードも聞きます。したがって、協同学習を取り入れたからと

言って、授業時間が足りなくなると言うことはありません。 

 また、「学び方を学ぶ」授業については、特別に時間設定する場合（第 4 章の 2.

を参照）は 4～6 月頃に 3 時間程度を考えていますので、それほど負担にならないと

思います。15 分程度のミニレッスン形式の場合（第 4 章の 1. 実践 1 を参照）も、実

践者の先生は子どもたちの発言をまとめていった模造紙がそのまま教材になるの

で、教材準備の負担感もなく進めることができたと述べています。また、ノート指

導等すでに行っている指導の中には「学び方を学ぶ」授業と重なるものが多々ある

と思います。新たに時間を増やすと言うより、すでにやっているものを「学び方を

学ぶ」授業として整理すると捉えるとよいでしょう。 
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Q7：授業のユニバーサルデザインという言葉を最近よく耳にします。協同学習と「学び方
を学ぶ」授業を組み合わせた授業・集団づくりは、授業のユニバーサルデザインを目指し
ているのですか？ 

A7：そのとおりです。協同学習と「学び方を学ぶ」授業を組み合わせた授業・集団

づくりは、一人ひとりの学び方の違い、多様性に柔軟に対応できるユニバーサルデ

ザインな授業を目指しています。あるいは、教師中心から学習者中心の視点へ、つ

まり教師の教えやすさから子どもの学びやすさに着目した授業づくりを目指してい

るとも言い換えられるでしょう。そして、このような取り組みは、安心して自分を

発揮できる学級づくりや、違いを認め合い自己効力感を育てる学級づくりにつなが

ると考えています。 

 本書で紹介した実践から、『「学び方を学ぶ」授業の視点を取り入れることによ

り、教師自身が多様な感覚を活用する授業内容を考えるようになった。』、「子ど

もたちが一人ひとりの学び方の違いを受け入れ、認め合うようになり、発達障害の

ある子どもや気になる子どもへの特別な支援が行いやすくなった。」という効果が

示されました。これらの研究成果から、目標としていた、上記のような理想の学級

へと近づけたのではないかと思っています。 

 ただし、「スイミーとふろしき忍者・先生プログラム（略称：スイミー風呂プロ
グラム）」がめざしているのは、ユニバーサルデザインな授業にとどまらない、と

いうことを、再度強調しておきます。自ら学び、自ら考え、工夫できる自立・自律

した学習者である「ふろしき忍者」（子ども達）を育てていく、というのが究極の

目標です。 
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